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解 .說 

^ I 

(一) プ D トコ ールの 沿荜 

革命は 猶太 人の 本性で ある。 革命とは 猶太 民族 自らの 革命で ない。 猶太 人の# 數又は 若 千が 居住 
する 國に 於け る 革命で ある。 卽ち 世界 革命の ことで あ. る。 更に、 世界制覇が 彼等の 目的で ある。 
猶太 人の 革命的 本性に 關 しては、 猶太 人 例に 多數の 文獻が ある。 卑近な 例で もべ ルナ ル •ラ ザ ー 
ル、 H リ • エぺルラン等のものがあるが、猶太人の世界革命の野望を最も深刻に現したのは、 
「シオン 聖賢の プロ トコ ー ル」 である。 

「シオン 聖賢の ブロ トコ ール」 と 謂ふ睿 物が | 度 出版され ると •それは 各國に 流布され た。 

一九 一九 年の 終りに 英京 ロンドンで 「缠太禍」と謂ふ小册子が出版された。之は今世紀の始めに 
91 西 亞人セ ル" ゲ • _|ルスに依つて»譯されたブロトコールの斷片の英繹である。 

此の 英謙 八十 頁 許りの 小冊子が 如何に 當時の 英國を 震撼した かは、 輕々 しく 物を ft かない 答の 術 
教タィムスでさへニ段拔きの長論評を揭載したことでも判る。タィムスはブゴコトールを分析し 
て其の內容を吟味した。同時にブ0トコールに對する猶太人側の異《と辯解とを商 1[ した。 
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夕 イム ス 日く • 

r 此 -^) 小册子は公平に仔細に批刊を»する杧拘らず、今日迄殆ど不間の隹に通 0 てゐる。爾太* 
の 機關 紙は 此の 小冊子の 本性を 暴 霣 する 士謂 ふて、 其の 實際に 發表 した ものは 此の 小冊子の 著 
者が無名だと謂ふ如き、瑣末な點に £| んだだけのものである。何人をも滿足させる徹底的のも 
のは 一 も 出ない 許りでなく、 彼等は 全く 此の ブ 0 トコ ー ルの 內容に 觸れて 居ない。」 (若宮 氏 著 
「猶太 人 問題」 七 六頁參 照) 

此の 英譯 本が H ア •アンド •スボ テ スウ， ドから 出版され ると、 殆んど 時を 同じく して 獨波で は 
ゴ， トフ 9 丨ト •ツル •ベ ークに 依つ て獨譯 され、 「シオン 聖賢の 祕抉」 と 謂 ふ 題で 出版され た。 
當時の 獨逸の 外相 猶太 人 ラ テ ナウが 殺された のは、 此の 獨譯 のブ D トコ ール が與 つて 力 あつたと 
謂ふ。此の理由で其の出版者は時の社 # 黨政府から五百馬克の刑金を睬せられた。 
此の獨譯本の序首にはセルゲ*-|ルスと其の*釋に關する說明、があつた。其の大略は次の通だ。 
「セル ゲ • -1 ルスは 非常に 學究 的で 博畢で あつた。 彼は 當時 ウクラィナに 定住して 居た が、 彼 
の 佛蘭西 文で 窨かれ た ブロ トコ ールの 断片を 手に入れ、 それを 露 譯し たのは 一九 〇 1 年の こと 



シオン 聖賢の ブロ ト n 1 ルの 第一 版は 一九 〇五年亿べトロスブルグで*ルスの著 * 「小事中の 
大事— 焦眉の 政治問題と しての 反 基督 敎」 の附錄 として 出版され た。 此の 本は 其の後 「吾等の 
災厄の 酱」 と 謂 ふ 題で 再刊され、 著者の 名 もな しに 現 はれた。 一九 〇七年には霣作家ブート$ 
が 「人類の 敵」 と 謂 ふ 題名で、 ブロ トコ-ルの 新譯を 作り、 ベ トロ K ブルダの 聾啞® # の 印刷 
所で 印刷 さした。 又 別 版が 一九 一 |年セント.セルゲ朝時代に*ルスの援助 5: 以て出版され 
た。 其の 第二 版は 一九二 一年に、 第三 版は 一九 一七 年に 祟 されて 居る。 

ルオ 丨1内閣の時と、ケレンスキーの天下の時に霣國の警察は謇店に發見されるブロトコー 
ルの 殘 部を 建らず 押牧燒 却し、 ブロ トコー ルの 所持者を も嚴 前 に 處した 。」 

英國 博物館に 所藏 する ものは 一九 〇 五年ツ T ル コイ • K p で 印刷され たもので ある。 

一九 一七 年米國 ボストンで 英譯 された ものに は セル ゲ • -|ルスのブロトコールの起原に闋する找 
明が ある。 

「パ ーゼ ルで 開催され た 猶太 シオ H ストの 第一 回の 會議の 議事 嫌は | 九 〇 一 年に 霣西亞 の 中部 
シ K ルンの 贵族 アレ キス • _1 n ラ エヴィ， チ •スホ ー ティンが 祕密に 寫し * ルスに 渡した もの 
である。 スホー テインは 11ルスにブ0トコールの中ょり基督敎を守るに必要な部分のみ |: 拔萃 
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し， 政治問題を も 無視す る やぅ 要求した。 

セル ^. .アレキサント。ヴィ，チ大公は_ール5文害2付を受けたが、「時較に？」と謂ふ 
簡單 なる 言葉を 添へ て 返送した。」 

ブロ トコ 丨 ルの 断片が 如何にして スホ丨 ティンの 手に 人っ たか、 之には 級 寄的揷 話が あるが、 說 
者に 依つ て 順序が 多少 相違す るので 餘りに 信を 置く ことが 出來 ない 0 

信ずべき こ とは、 一八 九 七 年 バーゼ ルに 於て 開催され た シオ-一 スト 會鼸 の讅 事錄が 喾類人 金 摩 か 
ら盜 まれた ことで ある。 一九 〇 一 年の 猶太 シオ* ストの 回章は、 ヘルツル 博士が 舍 讓の祕 密が餘 
り信賴出考ない人物に洩れたことを痛く溢してゐると報じた。 

ブ ロト n 上は 一度 英 れ 問題に なると、 佛蘭 西に 移り、 洪牙 利に 移り、 波 蘭に 移り、 
填 太 利、 伊太利、 獨逸に 移り、 騷ぎを 大きく した。 米國 でも ブト ナム 商社と ルイス •マ ー シャル 
との 有名な 事件が 起った。 日本で も それょり 四 五 年後に 完譯が 出版され た。 

(ニ) ブロ トコ ールの眞銘 

ブ ロト nl ルが 1 人 QS 2 たと 5主張£ し V 、 I 人は 熱心 yis へた。 之に M 
して モ Kn ゥ C 猫 太 死 ■執行 人？ ょり 奇蹯 的に 逃れた i 人は 「ラ •ヴィ * ユ •？ ン スニ 



九五猇 に 次の 記事を * いた。 

「猶太禍とは、長い間の硏究と準灌とから成立 0 たブランに依 0 て»太人が世界征职をするこ 
とで ^ る。 ブロ トコ ールの眞偽に對して批判をすることは、單なる氣晴らしに過ぎない。最も 
重大なことは、ブロトコール其の物の眞僞でなく、ブロトコールの»言が如何に王.確に吾等の 
目の前に實現せられつつあるかと謂ふことである。* 

一八 六 九 年 ブラ ーグ插 太 人 墓地に ある 猶太 敎會長 シメオン •ベン •イ ホダの 墓前で ライヒ ホル 
ン 法師が 聲 明した 言葉と ブロ トコ ール との 相似 性は 不思議で ある。 此の 演說は リード クリフに 
依って 出版され た。 彼は 其の 一生を 此の 出版 事業に 打 込んだ。 決拜で 倒れた ラ， サー ルは リー 
ドク リブを ライヒ ホルン 法師に 引合は じたので ある。 ライヒ ホルンの 言葉は ブロ トコ ー ルの 中 
にもつと詳し.く述べられてゐる。 

猶太 人 レイ ナック、 リュシ T ン •ウォルフ 等が 如何に 筆を 振つ て も 一九 〇 五 年に 印刷され た プ 
P トコ ールの 內容と 一九 一四 年 以後 各國に 起っ た 事實 との 間に 一脈の 共通 點が 見出され ると 謂 
ふ印象を弱めることは不可能である。」 

プ ロトコールが眞に猫太人の筆になった4のであ » 孰は 爲 に せんとす る 者の 僞作で あるか、 

* £ 



其の 何れに 拘らず 、ブロ トコ ールが 嫌 太 人の 世界 革命の ブ 0グラ4を代表するものであることに 
異論はない。其の豫言的性質と過去に於ける或種の祕密結肚の取決めに恐ろしい程似通ってゐる 
點とで 、ブロ ト nl ルは 祕密 結社の 内部 事情に 精通し、 其の 理想を 結社 特有の 首 葉で 發 表し 得る 
者の 筆に なつた ことは 明らかで ある。 

一八 六 四 年に 「マキ ャヴ h ルと モンテス キュ ー との 間の 地獄の 對談」 と 題す る 窨物が 、モリス • 
ジ • 5に依っ.て出版されたが、此の * とブロトコールとの類似は偁然とは謂はれない程である0 
倫敦 タィ ムス も 一九二 ニ 年 八月には ブロ トコ ール に 關 する 記事に 於て、 u ルスは モ 9 ス •ジ 
の著害の大部分を寫しとつたものであるとさへ言つたこともある。 

最近に なつて、 獨逸の フラィ シャゥ アー 大佐と 猶太 人との 間に、 ブ TJ トコ ールの 真 僞 に 對 する 栽 
判が 提起され、 數 年に 互つ て 瑞西ぺ ルンで 爭はれ 此の 時までは、 事實を 以て プ D トコ ールの 
眞 銘を證 する 以外には、 その 眞銘 を證 する 方法がなかった。 卽ち 政治 上の 各® の 事件、 特に 最近 
數十年 («1 に於ける事件が、猶太人とフラン*マ，ソヌ>-丨に影 « されてゐること、之等の搴件が 
ブロ ト n 1ルの指示する通りに展開さ火てること、又超國家的祕密カの活動が、.ブロトコール <0 
* 表する 1 £神と目的とに全く1致してゐることが、容易に判斷されたのである。 
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併しながら、 ブ p ト コールが猶太人に«まれ、猶太人の改革案として認められてゐたことを直接 
に證明する方法は、べルンに於ける裁刊の間に可能となつた。フライシャゥアー大佐に同情を有 
ずる者が、大佐に送った資料に依ってそれが可能となったのでぁる。 

ブロトコールが猶太人の作品でぁることは、三人の»太人丨ニ人の»太敎法師と1人の改宗»太 
人— に 依つ て 承認され た。. 

一九 〇ー年、波蘭の小都市シ霧，ヶン(現在のスコヶ)に猶太敎の助敎師ルドルフ*フライヒマ 
ンが 住んで ゐた 。フライ ヒマン の 上には ヴ T イルシ * ンフ * ルト大 法師が ゐたが 、或る時 フライ 
ヒマンは大法師に非常な侮辱を受け、猶ほ其の許婚を手込めにされた。フラィヒマンは激母のぁ 
まり， 親友の 非 猶太 人 ノス n ヴ ィツの 許に 走った。 彼は 親友の 前で 彼の 悲痛を 訴へ 、猶太 人の 陰 
謀を罵倒し、ブロトコールにっいても暴*した。 

ノス n ヴィツ は、 其の後 一九 ◦六 年に、 彼の 親密な 猶太 敎 法師 グル ンフ * ル ト に ブロ トコ ールの 
眞僞について訊ねた。グルンフ*ルト師の回答は全く意味深いものでぁつた。彼日く「ノスコヴ 
ィツ 君 1君は物好き過ぎて、知るべからざることを知らぅとしてゐる。之について語る權利は私 
にはない。又君も之について知る權利がない。何ぅか氣をっけて吳れ、君が生命の危險に掐るや 

七 
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ぅなことがあるといけないから。」最後の證人は»太系亡命*人のサゥエ9*コンスタンチノヴィ 
チ • H フロンで ある。 H フロンは 早くから オルト ド， クス 派の 基 * 敎 に 改宗して ゐた が* 雄 太 人 
の祕密は可成り詳細に知り、小說に、戯曲に、獮太人を攻擊した。猶太人は彼に復籌するの« # 
を狙つてゐた。其の時に霣西亞革命が起り、彼はセルビァのサバ，ッ地方に逃れた。彼のブ0ト 
コールの « 銘についての暴露は、巴里白系«人»8|紙「共同の目的」に宛てたもので、同紙は其 
の 揭 載を 見合は して ゐたが * ベルンに 於け る 裁判が 開始され ると、 ヮシ 5*エスの好意に依つて. 
その 原稿が 關係 者に 送られた ので ある。 / 

フラィ ヒマン 、グル ンフ * ルト W H フロンの 三人の 猶太 人の 言葉は ブロ トコ ールの眞鮪を # する 

に 充分で ある。 ベルンに 於け る 栽 判に 就て は兹に 詳細を 述べない • 

. - 

(三) ブロ トコ ー ルの 執筆者 

ブ °. トコールが流布すると同時に此の豫定寄の作者がシオ*スト圑の自稱創始者テオドル*へル 
ッルであると謂ふ說が立つた。 

プロ トコ ールの 流布と 同時に ブ 0トコールの僞作であると謂ふ聲が、獨太人例から叫ばれたが、 
テオドル，へルッルを辮護する者は1人もゐなかつた。ブ 1» トコール辦護の»士の大立彻はルシ 

- § i ' 



アン*ゥ*ルフ、ジォゼフ*レィナ 7 ク、猶太法師ステファン*ヮィズ等であるが、彼等は1入 
としてへ ルツ ルを 辯 護し なかつ た。 マ， クス •ノル ド ー や リシ ャール •ゴ ，タィル 敎授 等は ヘル 
ツルの最も親しき友人であつたが、ー言の辯解の牽も執らなかつた。 

歐 米の 讀窨界 でも 之の 爲にへ ルツ ルが 眞の 作家で あると 謂 ふこと を 疑 ひ 出した。 
綿密に調べて見ると、ブロトコールの眞の作者はへルツル.ではない。夫れは左の理由で證明され 
る 。 . - 

一、 ブロ トコ ールは 最初へ ブラィ 語で 書かれた ので ある。 之は 專鬥 家の 調査の みで なく、 一八 九 
〇年頃オデ，サに住むだ人で當時同市の猶太人の間にへブラィ語のブロトコールが流布されて 
ゐたの を 見た ものが あり、 後まで 夫れ を 所持して ゐた もの も ある** 併し テオドル •ヘルツルは 
へブラィ語に通じてゐなかつた。 

ニ •ブ P ト n 丨ルは 猶太 精神の 旺盛な 者の 筆に なつた ものであるが， ヘルツルは 播 太的敎 育を 受 
けた ことは なく、 又 其の 精神に 民族意識を 缺い てゐ た。 

三、 ブロ トコ ー ルは 天才の 華になる ものであるが* へ ルツ ルには 才氣の 縦* は あつても 天才の 閃 
きがな かつた。 

• • 



四、 ブロトコールには、非猶太人に對する棰度の悄惡を表現してゐるが、へルツルは西洋社 # に 
同化した 猶太 人と して 之 程の 憎 惡を非 猶太 人に 對 して 抱いて ゐな かつた。 

五、 ブロ トコ ールの 筆者は 思想家で あり、 獮太 民族の 指導者で ある。 ヘルツルは 併し » 太 民族の 
指導者で なかつ た。 彼が シオ- 1 ストの 指導者と 叫ばれる 樣に なった の も 一八 九 七 年の バーゼ ル 
の會議 以後に 於て である。 

以上の 理由で、 ブロ トコ ー ルの 筆者は 外に あると 謂ふ說 は， 多くの 考證家 に 依っ て唱 へられた。 
ブ ロト n 1ルの筆者として最も有カな嫌疑者は，私的生活に於てはア，シャー，ギンツべルクと 
呼ばれ、 同族の 間に 於て アハド •ハ 1 A (民族の 一人者) の 敬語で 呼ばれて ゐる 男で ある。 併 
し「猶太聖賢のブロトコール」に發表されて居る思想の刺作者をア，シャ丨*ギンツべルクであ 
ると 斷ず るのは 大きな 誤りで ある。 ア •'シ ャー •ギン ツべ ルク は、 彼に 先立つ 全ての 時代、 全て 
の世紀の相續者である。彼は熱心に猶太哲學の鎖を手繰ゥ寄せたに通ぎない。彼は»太敎の上に 
築かれた 各 思想を 吸收 したに 過ぎ セい。 彼は 各捶の 思想を 汲んで、 其の 綜合を 作り、 ブ P トコ ー 
ルの 中に 夫れ を 表現した のみで ある。 

聖賢 (sage) と 謂 ふ 言葉は 猶太 敎法師 ，-豫 首 者、 思想家 等に 其の 死後に 興 へられる® R である • 




其の 意味から 謂っても •ギン ッべ ルク は、 「爾太 聖賢の プ 〇 ト 0丨ル」 の 眞 の * 者で ない •プロ 
ト n 1 ルは 一 猶太 人の 著作で なく、 民族の 精神の 發霣で ある。 / 

最後！^學會は、本ブロ * コール全文を«譯するに當り、主としてロージ**ランブラン*修の怖 
譁 に依り、左の諸軎を參考としたものであることを附言したい。 
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ulbain Qohier; protooolwdes sags d 、 1 sraeL pari ® 1926. 
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Alfred Rosenberg; Die Protoko lie der Weisen von Zion unddie Jiidische weltpolitik. 
Muncbep 1924 

Gottfried zur Beek; Di® Geheimnise der Weisen von Zion. Miinohep 1933* 



ブロ トコ— ル * 一 

吾が 主張の 根本 —— 力は 權利を 生む 

單なる言辭をはなれ、各思想を本質から硏究し、比較と演縳とに依り事態を明らかにしょぅ*其 
れ故に 吾等 自らと ゴィム (6 との 兩見 地から 吾等の 說を 作り上げょぅ。 

下等なる本能を有する者は、髙等なる本能に目覺めた者ょり數に於て遙かに多いことは注目に值 
する。 此の 事實に 依って、 暴力と 威 # とが、 政治 上に 最大 か 效果 を收め るので •畢 者の 11 論が 效果 
を收めるのではない。如何なる人間も權カを欲する。彼等は、出來得れぱ自ら支配者にならぅと» 
する。而も彼等自身の幸輻のために團體の利益を犧牲にしょぅとしない者は、極く少ない* 

K —— ゴィ は猶太»で || 0*であ>*»太人 *» ||太人《外0*を等ぷ當*で4 » *ゴィ*は七《 «| » で * 4〇 

|1權 力は 力で ある 

人間と 呼ぶ殘 忍なる 動物を 馴らして 来た ものは 抑 も 何で あるか？ 彼等を 現在まで 導き 來た もの 
» i 何で あるか？ 




II 

社 初め §て 人間は 獻 的な 暴力 K 屈從 した •後 S 律 S 從した • ii ? 被っ た 

，赛カに外ならない。 

其れ故に、 余は 自然の 法則に 從ひ 、櫓 力は 暴力の 中に あると 結論す る。 

11 |自由主義は反0て真〇自由の敵てある 

政治の自由は思想であって、事實ではない。此の理想は、|の黨派が政 « を握れる他の黨派を踏 
み倒す目論見を立て、思想と謂ふ好餌に依って民心を其の黨派に惹き寄せやぅとする時に、如何に 
適用す •へ*; で— かを 心得なくて はならない。 政？ 握れる 反 對黨 が、 若し 旣 yls 想 g ち自 
由主義に感觸れて、此の理想のために旣得の檯利の一部を拋棄しやぅとする場合には、此の |«] 題は 

更に 容 $1。 此處 5 等 G 說 S 利が—。 各た 權 力と 5 手 S、 裊 C 法則に 從ひ 

必ず 他 c?ss られ H ?。 何とな れぱ 、人民 SInlii 一— 指導？ しに 5 す C •とが 出來 ず、 
また 新しい 檯カは 自由主義に 依っ て 弱められた 古い 檯 力に 取って 代る ばかりで あるから である。 

四 金力は 宗敎 <; 級し、薷政麻主義は霹衆 2: |0ものとした 

今から 後、 金力は 自由 41 義の 支配力に 取って 代る。 曾ては 信仰が 世を 支配した 時代 も あった。 自 
由の 理想 S 現— •へ S ない。 何と なれば、 推れ も 適當— 方法 で 之— ふ t — 知らない か 



6 である。 暫くの 間 奴等を して 自ら 治める 像に して 充分 だ。 自治は 11 て 放縦と なる •斯くて 軋 樣は 
生じ、軋櫟は卽ち社會鬪爭となり、國家は焰の中に投げ入れられ、其の偉カは灰燼に歸する* 
國家は其の持前の混 ». のために |9 められ、內亂に乗じた外 «:' のために瓦解に導かれる。斯くて_ 
家は 窮地に 陷 る。 國家は 吾等の 力の 儘と なる • 

. 五 金力は i の 掌中に ある 

吾等の 掌中に ある 資本の 獨裁 は、 奴等の 前に 一本の 藁 (外 ft )を 差 出す ので ある •而 して 奴等は 
沈む ことを 恐れて、 嫌で も應 でも、 其れに 槌ら ざるを 得なくなる。 

六 目的の ためには 手段 Iw a ばず 

- 自由の 精神の. 故に、 此の 種の 論議を 不德義 な ものと 考 へる 者が あれば、 余は 反問す る T B 家が ニ 
つの方面から敵を受ける鍚合、若じ外敵に對して如何なる手段を執ることをも許されてゐるとすれ 
ば、例へば攻防の計畫を敵に知らしめず、夜陰に乘じ、又は優勝なる軍 |: 用ゐて敵を破ることも杵 
されて ゐる とすれば、 社會の 秩序と 私有財産制度と を 亂す 更に 不良なる 敵に 對 して、 同一 手段を 用 
，ゐる ことが 不法で あり、 不道德 である だら ぅか？」 

七！！ 政府 主義の 宜傳 



如何なることも表面的にしか理解せず、非論理的撞着に陷ることを許されて居る群衆にとつて矛 
.盾と 屁理屈とは 誘惑 的で ある。 此の 時に あたつ て 思* ある 忠 吿と說 服と に 依り、 群衆を 導く ことは 
理性的 精神の 良くす. ると ころ だら ぅか。 奴等は、 彼等が 下層 民で あると 否 ■とに 枸らず 、潢 薄な 感情、 
盲目的 信仰、 慣習、 傳統 及び 主 觀的說 に 依つ ての み 支配され る。 奴等は 最も 論理的なる 了解に すら 
反對 する黨 派の 奴隸 となる f 群衆の 決 雄の 全ては まぐれ 當りで あるか、 其れと も、 少く とも 表面的 
の多數決に依るのみである。政治的眞相の無理解の爲め群衆は非理論的なる袋決をなし、1種の無 
政府 狀態は 政府 內に醱 辟され る。 

八 政治は* ws - tr tt t ' 

政治は 道德と 何等の 共通 點を も 有しない。 道德に 支配 さる、 政治家は. 眞の 意義の 政治家では な 
.い。 其れ故に 彼の 政治 上の 權カは 安定で ない •政治家は 策略と 僞善 とを 用ゐ なくて はならない。 民 
衆の 主たる 性質— 正直と 率直— とは 政治 上の 罪惡で ある。 何と なれば、 此等 は最 t 有力なる 敵に も 
優つて、能 .< 王位を覆すことが出來るからである。此の性質は奴等獨特のものであるが、吾等は之 
を 模範と すべきで ない。 

九 力は 權和て ある 



吾等の 權利は 力に ある。 「權 利」 なる 言葉は 單なる 抽象的 命題に 過ぎず 1何等の論理的根據もな 
S 。 此の 言葉は 單に 次の 樣な 意# を 持つ て 居る に過ぎない。 「吾に 吾が 欲する ものを 與 へよ、 それ 
に 依って 吾れ 自らが 汝 より 强 いと 謂 ふこと が證據 立てられる やぅに。 J 

權利は何處に始り、何處に終るか。不完全な組锇を持っ國家に於ては自由思想のために無數の蠼、 
利は 失 はれ、 法律 も 政府 も 有名 無實 となる。 而し て斯か る國家 に 於て、 余は 一の 新しい 權利の 成立 
を 見る。 卽ち 一切の 旣存の 秩序と 規定と を 覆す の檷 利、 法律に 手を 下す の權 利、 1 f して 一切の 制度 
を 改造し、 力で 得た 權 利を 自ら 好んで 吾等の ために 拋棄 しよぅと する 者を 支配す るの 權利が 之れ 
だ。 . 

IO 猶 太祕密 力の 7 搂性 

各國の 政治力が 動 梅して ゐるに 反して、 吾等の 力は 他の 如何なる 力よりも 永 績的で あり、 無敵で 
ある。何となれぱ、吾等の檷カは如何なる奸策も之を根こぎにすることが出來ない程に確立する迄 
は 表面に 現 はれない からで ある。 

一| 自由主義の 破壊 性 •目的は 手段を 是 S す 

吾等が現に採用しなければならない一時的不正手段から、確乎たる政治の成立と謂ふ蕃事が生れ 

. 五 



るだらぅ。此の政洽は、自由主義の爲め臺なしにされてゐる國民生活の運轉を常藤に復せしむるで 
あらぅ。結果は手段を是認する。吾等が計畫を遂行する爲には、善事と道德とょりも、必嬰と利签 
とに 注意を 拂は なければ ならない。 吾等の 眼前には、 方針と 戰略 的に 說明 する 一の 計畫 とが ある。 
吾等は此の計畫を捨てることは出來ない。何故なら吾等は數世紀の努カの結果を失ふことを恐れる 
からで ある。 . 

11 一群 衆の 畜目 性と！ K « 力 

吾等の 計畫 遂行の 爲 には、 群衆の 卑劣 性と 優柔 性と を考 へる 必耍が ある。 群衆が 其の 生活と 其の 
幸鼷 とを 理解し、 尊敬す るの 能力を 缺い てゐる ことを 考慮す る 必要が ある* 又 群衆の 能力の 宵 目的 
で、 非 道理 的で、 推理す る ことなく、 或は 右に 或は 左に、 耳を 傾ける ことを 考慮す る 必要が ある • 
盲目 者が 盲目 者を 導く 時には、 只 だ 斷崖に 導く のみで ある* 其の 故に 奴等の 中の 成 上り 者が， 如何 
に 天才 的 能力を 惠れ てゐて も、 政治的 無理解の 爲 に、全國民を誤らずに指導す《ことを望むことが 
出來 ない。 

1三玫治の祕狭、政歲の鎗カ 

幼時ょり政治的訓繚を受けた人物丈が，政治的語句と政治の實際と |: 解することが出來る* 




房ら 好む に 委 された 群衆* 卽ち奴 等の 中ょりの 成 上り 者の 支配に 委 された 群衆は， 權 力を 爭 ふ* 
派 間の 葛藤と、 其れから 生れる 播羝 との 爲に 自滅す るに 至る。 冷 海に、 內輪 揉めを せず、 個人的 利 
害を度外視した態度で、國事を處理して行くことは群衆にとつて可能であらぅか。外敵を防ぐこと 
は彼等にと 0 て可能であらぅか。其の不可能は勿論である。何となれぱ、ー般群衆中の « 通頭腦の 
所有者が考案した計*が統1を失ひ*理解されることも實現されることもないからである。 

一四獨栽は政治の嘈一の方法てある 

遠大に VV 明確な— 實行 し、 政治 i 邋行上 2般5鹭 蠢し得 SS は 只 だ 一人 
あるのみである。故に國家にとつて有益であり、また國家が譏定する計畫を遂行することの出來る 
. 政府は、 責任 ある 一個人の 手に 委ねら るべき である。 絕 對的專 制な しに、 文明は 存在し ない。 政治 
は 群衆の 業績で なく、 指導者の 偉業で ある。 群衆とは、 如何なる 場合に も野蠻 性を 發揮 する 野人を 
謂 ふので ある。 自由が 群衆の 手に 與 へられた 時には、 其の K 間に、 群衆は 自由を 無政府 狀態 に變へ 
る。 此の 無政府 狀態は 元々 野蠻 性の 骨頂で ある。 

1五暴飲、人間 © 9 & 、放蕩 

ゥィスキーに醉ひ、葡萄酒に自らを忘れてゐるあの動物を見ょ*彼等には自由と同畤に » 飲《 

七 



檯利が與へられてゐる*吾等は到底、吾等の同族を此の狀菔に 9 くことが出來ない*ゴィムは»5 
酒に 浸って 馬鹿にな って ゐる 。奴等の 靑年は 古典の 過度の 勉强の 爲に愚 鈍に なり、 其の上 彼等は 香 
等の 手先、 卽ち 彼等の 富豪の 家庭に 雇れ てゐる 家 底 敎師 、下婢 •保姆、 其の 他 及び 彼等の 姨樂場 に 
於け る 吾等の 婦人に 依て、 早くから 悪習に 誘惑され る。 之 等の 婦人の 中に、 自ら 好む で 放蕩と 贅澤 
とを 模倣す る 所謂 「社交界の 婦人」 を數 へる。 、 

I 六 猶太 的 マサ ソンの 應 則— * 力と 供！！！ 

力と 僞善 、之が 吾等の 標語で ある。 獨り 力の み 政治に 於て 勝利を 得る。 別して 此の 力が 政治家 rc 
必要なる才能の中に隱れてゐる場合に於て然&だ。新勢カの使者の足下に王位を讓ることを欲しな 
い政府を征服する爲に、暴行强迫は根本的方針であり、欺.瞒と僞#とは手段でなけれぱならない。 
此の惡事は、目的の善に達する爲の唯一の手段である。此の理由で、目的を連成するに資する時に 
は、賄賂、瞞着、奸計等を用ふるに吾等は禱躇しない。政治界に於ては、他人の財產を逮*なく奪 
ふことも心得、若し斯くすることに依つて屈從を强制し檯カを取得-^る場合には、之を爲すべき 
である。 • 

• I 七 恐怖政治 



此の 平和的 征服の 必要 上' 吾等の 政府は、 ® 爭の 慘禍に 代は るべき、 餘り 目立たず、 併し 更に 有 
效な刑 6 S 吿を與 へる S 利を 持つ。 S 刑 S 群？ 恐怖 專屈從 さ f 爲に 必要で ある。 正 
しい、けれども_直な«格さは、最も容易に國家の偉カを保つ原動カであるが、斯くすることは吾 

等の 利益 15 言 S く、 霉6蠢 で—。— 勝利を S 5、 强— 行と 雲とは 霉 

の 計* を實 行す る 爲の蕤 務で ある。 

打算 主義 i は、 其 S 理が f 手 f 同じく 有效 で— •其の 故に 軍に 手段の W 格に 依る ぱ 
かりで なく、 敎理 S 格 £?、 吾等 S 利 S る 5 t •又 全て S 政府 S 等 S 政府に 屈 
從 せしめる であらぅ。 全ての 反抗を 止める 爲 には、 吾等の 不撓を 知らし めれば 充分 だ。 

一八 自由， 平等、 友爱 ,• 

古い 時代に 於て、 人民の 間に 「自由* 平等、 友愛」 を 叫んだ のは 吾等で ある。 此の 言葉は 夫れ 以 
來、其の言葉の好餌の誘惑に各所から集まる無意鞔の £| 鵡に依つて屢々繰返されたが、社含グ安 
寧、 卽 ち 、？ S 衆 制 sy 保證 さ れて矣 個人 白 由と 5 ものが 之 S つ 5® さ 
れ た。— 學？ 誇る ゴィ t 、 此 S 葉 SSS 矛盾 4- 列と S 味見 拔く — が 出来な 
かつ ヒ。自然の中には挹對に平等は存在せず、自由もあり得ないことが解らなかつた。自然其のも 
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のが 腦 8、 性格、 智能 Q 不平等を 作り、 自然 Q 法則の 中に 夫を 確立して ゐる ことが 解ら なかつ た • 
群衆は 盲目で ぁ. 〇/ 指導者.^ して 選摹 される 群衆 中の 成专 者は、 政治に 躭 ては 群衆 同？ 盲目で 
ぁる。政治の奧義を授けられたものは、假令愚か者でぁつても政治を行ふことが出來るが、典 || |: 
授けられない者は、如何に非凡の才能を惠れて居つても政治の要領を得るものではない，此等の || 
察は 非 猶太 人の 腦觭の 能くす ると ころでは ない。 

一九 i は 王統 政治 £ 破壞 した ヴ 
併し 王統 政洽 Q 原則 41、 父が 其？ y 、 王 S 外 Q も QyU 解# られな い 政治 q 祕陕を 授ける と 
謂ふ原則の上に創成された。其故に、祕密は睢にも漏れることはない0鏞ては、政治上の |( の原3 
たるべき 此の 王統 椹 承の 思想は 滅亡す る。 而 して 吾等の 成功は 更に 大きくなる • 
其にも拘らずノ「此の自由、平等、友愛」と謂ふ言葉は、世界各所に於て、好むで吾等の旗_を 
押 立てる 人民の 一隊を、 盲目の 吾等の 手代の 斡 ft に 依り 吾等の 味方に 引 入れた。 

IIO 特權播 級 の特秦 « • 

併し、 此の 言葉は 非 猶太 人の 社 # の繁榮 を 侵し、 奴等の 圃家的 基礎を 覆す ことに 依て、 平和、 秩 
序、 共力 等を 破つ た 美 句で ぁる。 諸君は、 其、 故に •此の 言葉が 吾等の 勝利の 爲に 役立ち' 特 5 止 



と謂ふ最も重耍なる切札を吾等に與へたことを悟るであらぅ。而も此の特權は奴等の贵族政治必要 
素で あり、 吾等の 攻擊に 對して 奴等の 人民と 國家を 守る 爲の 唯一つ の 方法で ある。 

一 |1 « 太金權獨裁 

自然的で世襲的の貴族政洽の破滇された廢墟の上に，吾等の博學なる階級の貴族政治と、金權に 
依る貴族政治を建 |2: した。此の新しい贵族政治を、吾等の支配する富の上に、又吾等の天才の指導 
する 畢 問の 上に 吾等は 建設した。 

• 111 1 人 閜性と其の蠲黏との和用法 

吾等が必要として居つた人民との關係に於て、吾等が常に人間性の最も感じ易い點に » れること 
が 出來 ると 謂 ふ 事實 は、 吾等の 勝利を 更に 容易に する。 卽ち 打算、 貪慾. 飽くことを知らない 物苡 
慾、 之 等 人間の 弱黏の 各々 は、 人間の 獨創 性を 殺す ことが 出來 、奴等の 意見を 奴等の 活動を 賈牧す 
る 者の 自由に 一任 させた ものである。 

一 二 11 1 r 自由」 の « 義を 誤解す るた め • 篇衆は吾等に權カを遘す 

自由と 謂 ふ 抽象的 思想に 依づて 主權 者は 一國の 所有 主たる 人民を 代表す る 管理者た るに 過ぎず， 
使ひふるした手袋の如く自由に取捵へることが出來ると謂ふことを、群衆に納得さした。人民の代 



ニ 一 

表者を自由に取替へることが出來ると謂ふ事實は代表者を吾等の思ふ儼にすることが出來るものと 
した。 事實 、彼等の 就任は 吾等の 選擇に 依る ことと なつた。 

ブロ ト n I ル* = 

經濟戰 に 依る 國際 政府の 準備- 

IIQ 1 S 濟聩に 依る $ 等の 權カの 確立 

吾等に- u o て、 戰爭が 領土 的の 終局を 遂げる ことが 出來 ない ものにする こ とが 必要で ある。 斯く 
,サれぱ、戰爭は經濟的基礎の上で淸算される。經濟的基礎に於て、諸國家は吾等のカの優越を&め 
なければならない。斯くして、兩交戰國は、無數の眼を光らしてゐる吾等の國際的手代の自由にす 
るところとなるであらぅ。此の手代のカは如何なる國境と雌も遮断することが出來ない0其_ -0 吾 
等の國際法は國內法を文字通り無效のものとして終ひ、國家の民法が人民«の關係を管理するょぅ 
に國 家を 支配す るで あらぅ。 

II 五 窗 吏の 買牧 



奴隸的根性を有する爲に吾等が選出する行政官は、決して國家の行政に慣れた人間でない。それ 
故に 彼等は 容县に 吾等の 將棋の 举と なつて、 幼時から 世界を 支配す る ことを 敎 W された 吾等の 專 n 
家と 畢識 ある 天才 的顴 問との 手中に 思 ふ慊 となる であらう •諸君 も 知る 如く、 吾等の * 門 家は、 备 
等の政治的計畫に基いて支配する爲に*必要なる材料を歷史上の経驗と凡ての霣大事件の硏究とか 
ら得るのである。ゴイムは、公平なる腠史的觀察の實習に « れるのでなく、單に，其の結綸を豫測 
することすら出來ない機械的なる理論に支配されて居る。それ故に、吾等は彼等に關はる必耍がな 
い。奴等が暫らくの間娛樂に身を委せょうと、希望と新い慰安の上に生活しょうと、また過去の宰 
福を 追憶して 生きょうと、 吾等は 何等 關はる 必要がない。 唯 吾等が 奴等に 联吹 した 科畢の 法則— 却 
ち學說の重耍なるこ -^ を奴等をして盲信させるょうに在向けなくてはならない。此の計畫の遂行の 
爲に、吾等は，吾等の新聞紙に依つて畢說に對する奴等の盲目的信仰を髙め.るのである。奴等の知 
識階 級は 其の 畢識を 誇る であらう。 而して 理論的 證明 をした のみで、 吾等の 手代が 集める 凡ての 學 
說を 吾等が 要求す る 方向に 實際に 行 ふで あらう。 

11 六 ダ— ゥィン 學說 、マルク K 鋈 、 -II チ 1學說 の 勝利 
吾等の 斷 言を 根據 なきものと 信じて はならぬ。 吾等に 仕組まれた ダー ゥィンの 學耽 .マルクスの 



畢說、 _1 丨 チ* の 畢說に 於け る 吾等の 勝利を 注視せ ょ。 少くと も 吾等に とつて 之 等 學說が 社會 に礴 
いた 有害なる 影* は、 明々 白々 であるでは ないか。 

ニ 七 各 困 民に 對ナる 吾等の 適應性 

吾等が事件を處理するときに玫治上の方針を誤らないやぅにする爲に特に必耍な事は、人民の近 
代 的 思想と 性格と 傾向と を 思量す る ことで ある。 吾等 e 制度は* 吾等の 進路 上に ある 人民の 性情の 
差異に依つて、手加滅される必要があるが、其の制度の勝利は現在と比較された過去の結果に基い 
て 適用され る 時に のみ 實 現される。 

、 二八 ft 聞 ft 

近代國家の手の中にーの創作的の偉カがあつて、國民の間に思想の動きを起してゐる。このカは 

新聞紙だ。新聞紙の役目は群衆の耍求を指示することであり、人民の不平を記錄することであり、 

而して群衆の不平を說明し、之を酵成することである。 

言論の自由は新聞紙に檷化した。併し、此の勢カは國家に利用される機會はなく、全く吾等の零 

中に歸して了ふた。吾等自らは影を新聞紙の後に鼷し、吾筹の勢カを之に依つて波及させた。 

||九 « 等の金カと膏血 



新聞紙に依つて吾等は大いに黄金を吸牧した。然り吾等は血と淚の瀰を流して黄金を集めたので 
ある。 …；. 吾等は 多數の 同族を 犧牲に したが、 吾等の 中の 犧牲 者の 一人は、 神の 前では 奴等の 敷 千 
人に 値する。 

, ブ ロト n I ル 第三 

\ 

吾が 世界 征服の 手段 

111 0 象微の 蛇 

今や余は、吾等の目的が成就されんとして居ることを諸君の前に斷言することが出來る*尙ほ僅 
か進めば、(吾等の民族を代表する〕象徵の蛇の輪の兩端は合せられるのである。此の輪が «| 合した 
ときには、歎洲の國家の總ては、强い挺子の下に押へられた樣に動きが取れなくなるであらぅ， 

11 ニ 憲法 制度の 不安定 

現在の 憲法 制度の 均衡は やがて 失 はれる であらぅ。 何故なら* 吾等は 此の 制度を 壓し 曲げて、 其 
の 支柱が 右に 左に 動栴 して 遂には 磨り 減つ て 終 ふ樣 に して 置いた からで ある。 ゴ ィムは 此の 支柱 tt 



•i tc 作られ、 鳙ては天秤の皿が安定する40と期待して居る。併し支配斯級丨卽ち天秤の心樺丨 
は 馬鹿げた ことを レ、批判も貴任もな<檯カを £ 用する人民の代表'に依つて保鼸されて居る。而も 
彼等の 檯カは 王宮 中に 漲る® 怖 政治の 上に 思 かれて 居る。 支配者の 先見と 人民の 盲目 力とは、 # 等 
に傕つて離間されて、何れも其の重要性を失つて終ふ*互に_間されては、彼等は杖を失つた盲人 
の 樣 に 全く 無力と なる ので あ' K > 。 

. 三 II 黛 爭と黨 « の 野心 

野心家を驅つて權カを濫用させるために、吾等は總ての勢カを互に對立させ、其等の勢カを何等 
の 制时も 受けずに 獨 立す る樣に した。 …… 此の目的のために、吾等は總ての企を獎 « し*權カ 1: 得 
る ことを 野心家の 目標と した。 吾等は® 亂の 生ずる H 家を して 政治の 鼓 技 場に した。 …… 今 暫くの 
時が 經て ば、 混亂と 破産と が 生ずる であらぅ。 • 

三 11 |議會の饞舌と&攻肇とに依|9||^の破鑛 
饒舌な 辯 論 家は 議會と 政治的の 會合 とを 一種の 时論會 と 化して 終つ た。 大 _ な 新聞記者 や % を B 
もない小册子作家は每日政治的人物を攻擊して届る。檷カの £ 用は最後には各捶の制度の瓦解を招 
き、凡ては狂亂する人民のカに依 0 て*されることになるであらぅ。 



三0人民の權利の|性 

奴隸 制度 や 農奴 制度の 古い 時代に 於け るよりも 尙 は慘酷な負檐を人民は骒せられて居る*奴隸制 
度や農奴制度からは逃れることが出來るが、生活難からは逃れる道はない。憲法の中に吾等が書入 
れた檷 利と 謂 ふ 言葉は、 群衆に とって は 架空の もので、 眞實でない。「人民の權利」と謂ふ如何に 
も ありさぅな もの V 凡ては、 心の中に のみ 存在して 決して 實現 され 得べき でない。 

三 五權 力と 人民との 酎 立 

饒舌 者に 與 へられる 饒舌の 播利 、新聞記者に 與 へられた 如何なる 無稽を も 害き 得る 權利 などは、 
苦し い 仕事に 屈従し、 其の 運命の ために 壓し 潰され やぅと して 居る 無 產勞働 者に とつて 一體 何に な 
るであらぅか0吾等の代表者を選擧させる代償として吾等が與へる食卓の貪ひ线りを得る以外には 
無產者は何等の特檷も憲法から得ることは出來ない。貧しい彼等にとつて共和の_利は如何にも皮 
•肉ではないか。每日の仕事光追はれ，彼等は其を亨樂することは出來ない。其代りに、彼嗥は其親 
、分 又は 仲間の 同盟 罷 H に 賴り 、永久 且っ 確實 なる 所得の 保證を 捨て V 終 ふので ある。 

111 六 貴族と 成 上 y 者 一 

人民は、 吾等の 指導に 依って、 彼等の 保護者で あり •彼等の 自然の 養 ひの 母で あ 5、 入 民の繁 榮 



一八 ： 

とは切つて切'るべか ?»' ざる關係を持つて居る貴族政治を破壤して終 0 た。贵族政治が破濃された上 
は 群衆は 自らを 殘忍 に壓 迫す る 利用者と 巧妙なる 盜 人との 支配に 歸す るで あらぅ。 

2七 » 太 的 マサ ソン 結社と 其の 分* 

勞働 者を 此の 壓 迫 ^ ら救 はぅ と 立つ た 救 ひ 主に 對し て、 吾等は 吾等の 社 # 主 蘸 者 や 無政府主義者 
の隊に入ることを、逮廻しに勸めるのである。吾等は常に共產主義者を助けて居る。吾等の肚 # 主 
我的マ7ゾンに依つて考案された友愛の原則と人類一般の利益とに依つて吾等は彼等を助けて居る 
樣に見せかけるのである。勞働階級を助けることを常に考へて居る贵族は、勞働者が食物を得、ょ 
り 健康的に 又ょり 強く *:- る樣に 氣遺つ て 居る。 

= 八 非 猶太 人の 堕落 

吾等の 氣遺ひ は、 反對に 、非 猶太 人を 墮落 させる ことに ある。 吾等の 努力は 勞働 者を 常に 困窮と 
無力の 狀態に おく 所に ある。 斯くて 吾等は 彼等を 思 ひの 儘に する ことが 出来る。 彼等は 吾等の 手代 
に取卷かれて吾等に對して反抗するカも勇氣もなくなるであらぅ* 

三 九麵娥 と金の 力 

嘗つては正統な權カが贵族政治にカを與へた。而して現在に於ては*蛾がょり彊固なカを資本に 



與へ るで あらぅ。 • 

壓迫と窮迫とに依つて釀成される羨望と嫌惡との感情を利用して、吾等は群衆を統洽することが 

出來る。群衆の抱く之等の感情を巧に利用して、吾等は吾等を防番する者を間引きする。 

BO 鑲 政府の 襄墟の 上に 建設され る 「世界の 王」 

何時に なつたら、 吾等が 用意す る 「世界の 王」 を卽 位せし め 得る 時が 來るで あらぅ か。 吾等は 前 
と同じ方法丨卽ち下甩民を利用することーに依つて吾等の前途に植はる陣碍を破壤して終ふ樣に努 
力す るので ある。 

四 I 吾等のマヴソン式學校に依る敎育と生话の科學 

彼等は久しい以前から吾等の科學的の助言なしには物を考ることが出來ない習慣になつて居る* 
其 故に、 吾等が 吾等の 時が 來る 時まで 吾等が 保持し 揉と する ものの W 實の 必要を 彼等は 解す る こと 
が 出來 ない。 吾等の 時が 來た 時に* 吾等は 最も 重要なる 眞實丨 人 間 生活と 社會狀 態との 硏究 を敎へ 
なければならない。此の科學に依つて社會生活に分業が必要なことが解る。萁故に人間を牌級に分 
ける こと も 必要と なる ので ある。 各人 各々 は 性質を 異にする 仕事を 與 へられ、 眞の 平等は 存在す る 
ことが 出來 ず、 團® 全部の 損失を 招く 行爲 をす る 人間は、 自らの 名 * を危 くす る 罪を 犯す 者ょりも 



特別な貴任のあることを知らしめなければならない。 

四 II 祕密 組織 

社會 機構に M する 眞 正なる 科 學的祕 抉は 奴等には 公開し ない が、 此の 科 學 に 依って 人間の 皸 業と 
仕事とには自ら差別がなくてはならず、此の差別に依って敎育吃.«業との龃齬のために人間が苦し 
むこと がなくなる のを 知る ことが 出來 る。 

此の科學の硏究に依って、群衆は其の自由意思で彼等自らが組成する權カと政府に屈從する。同 
時に吾等の考案す‘る科學に指導されて、無智の群衆は活宇に組まれた言葉と吾等に鼓吹される虛僞 
の幻想とを、盲目的に信ずる樣になる。而して彼等自身ょり高い階級に對して敵愾心を抱くのであ 
る。 彼等は 各種の 階級の 必要な ことを 解さない ので ある。 

四 三 世界の 親 濟的 不安 - 

商業と エ業とを妨害する經濟的不安に依って*此の嫌惡の情は更に大きくされる。各秫の賺 || に 
依り、又全く吾等の手中にある金カのお蔭にょり、吾等は經濟的不安を酵成する。而して歐洲の各 
國內で 街頭に 勞働 者の 群を 放っ ので ある。 彼等 群衆は、 幼い 時から 彼等の 無智の ために 羨望して 居 
る 階級を 慘 殺し、 其の 財產を 掠奪す るで あらぅ。 



四四指太人は保鹱される 

然しながら彼等は吾等に害をなさない。何故なら、吾等は攻擊の瞬間に於て、豫め夫れを知り、 
滴當 なる 方法を 講ずる ので あるから である。 

四五吾等のカを以て自由主義を失くナ 

吾等は奴等を說き伏せ、自由主義に依って理に從った政治が持ち來される樣に見せかけるのであ 
る。 賢明なる 制裁に 依って、 吾等の 専制政治は 總ての 反逆と 各 制度 內の 自由 思想と を 鎮める 樣にす 
る 0 

四六權 力の 崩壞と 革命 

下層民が、自由の名に於て種々なる檯利を灌得したと思ふときに*彼等は自ら支配者になったと 
自負して 、更に 權カ i ょぅと 試みる ので ある。 勿論 彼等は* 盲目 者と 同じく、 幾多の 障碍に 衝突 
する であらぅ。 其處で 彼等は 昔の 制度に 歸る ことは 出來ず 、彼等の 力を 吾等の 足下に 投げ出す ので 
ある。佛蘭西革命を思ひ返して見ょ。吾等は之を大荜命と稱して居る。此の革命の準備の祕密は吾 
等の 手で なされた ことは 普く 知れて 居る。 

四 七 シオンの 血統の 專制 君主 

二- 




現在ょり、 吾等は 各國 家を 瞞着の みで 指導し、 斯 くして 各國家 は 吾等が 世界の 爲に 用意す る シオ 
ンの血統を受けた專制君主に依って、吾等の自由になるのである。 

0八«太的マヴソン結社の_限£*カ 

現に 國際 的の 力に 依っ て 吾等は 不撓と なつた。 何故ならば、 一の ゴィ A の 政府が 吾等を 攻擊 する 
時には、他の政府が吾等を支持する樣になつたからである。奴等の卑劣さは、權カの前には鉋く迄 
も 跪 ま づき、 弱き者には 同情 もな く、 過失を 杵 す寬大 さも 罪を 許す 仁義 もな く、 自由の 矛盾を 認め 
る こと もせず、 而も 淺忍 なる 專制の 暴力の ために 與 へられる 迫害は 我慢す る 程で ある。 此の 卑劣 さ 
は 吾等の 獨立に は 必要で ある。 

現在の 支配階級と しての 首相 及 大臣 達からは、 群衆は 各種の 權カ の* 用を 我慢して 受 4 て 居る。 
奴等の 元首が、 恣 に する 最も 小さい 檯 力の 濫用の 故に も、 群衆は 二十 人からの 元首を 殺した ので あ 

る。 •， ゝ 

D 九 誤れる 敎 育 

斯の如き狀態を如何にして說明するか。何故に群衆は總ての出來事の親察に對して斯くも非論理 
的で あるか。 其れは 麝政 家が、 其の 手代の 仲介に 依って 群衆を 說き 伏せ、 縦 令 彼等 蹏政家 が 檯 力を 




濫用して 國家に 害毒を 流す 樣な 場合に も •彼等は 或る 髙尙 なる 目的の ため ー卽ち 人民の 繁榮 のた め 
と、 同族 愛の ためと、 又 國際的 結合と 平等との ためにー する 揉に 見せかけた からで ある* 
斯くの如き一致は、吾等のヵに依らなければ實際は出來ないのであるが、夫れを群集には吿げな 
い。 又 群衆は 正義を 罰し、 不正を 許し、 思 ふ傕の 行動を する 樣に なる。 斯くの 如き 精神 狀態 に 依つ 
て、 群衆は 社會の 均衡を 破り、 不安を 惹起す るので ある。 

五 〇 自 由 

「自由」と謂ふ語に依つて、社會は各種の權ヵと衝突する樣になつた。自然のヵや、神のヵとも« 
突する樣になつた。其故に吾等が播ヵを得た時には、人間の辭軎から、人間を血腥い動物にする狂 
暴な 力を 象 徵 する 「自由」 と 謂 ふ 語を 消して 終は なければ ならない。 併し 血に 飽いて 眠つ て 居る 獸 
を 見ょ。 彼等の 心を 捆 へて、 彼等を 思 ひの 儘に する のは 容易で ある。 若し 彼等に 血を 興へ なけ. れば 
彼等は 眠る ことなく、 彼等 同志で 互に 戰ふで あらぅ。 
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ブロ トコ— ル 第 四 

物質主義と 宗教 破 壌 

五 I 共和 凾の發 速 

全ての共和國は、數段の行程を迪る。第一の行程は、初めて盲目になつた男が邊りにある物 |: 敢 
したりす るに 似て ゐる 。第二の 行程は、 全く 無政府 狀 態を 醸し出す 煽動 家の 勢力の 支配で ある。 無 
政府 狀態は 次に 専制政治に 代 はられる。 此の 專制は 公け には 正當な もので なく. 其 故に * 任 ある も 
のでない。 而も 之は 揠密に 行 はれ 誰に も 見られる ことは ない。 此の 專制は 或る祕 密 結社 C 監督に か 
-り、祕密結社は其の手先を舞臺に送り、吾等は其の蔭の樂屋で仕骐をするのである。吾等の仕事 
を 隱す爲 の 手先が 屢 "交代す る ことは 吾等の 爲にな シ、 何故なら 長い間 だ 勤めた 爲の 報酬を 彼等に 
支拂 ふべき 實任 から 逃れる ことが 出来る からで あ；。 

五 二 全世界に 於け る マ ヴソン 結社の 陰謀 

抑も如何なる物が祕密のカを*すことが出來るだらぅか。吾等のカは全く祕密的である。マ，ソ 



ン 結社は 吾等の 目的を 目立たない 樣に 全世界に 封して 隱す假 面の 役目を して ゐる 。而も 吾等の 運動 
に 此の 力を 用ゐ てゐる こと や、 吾等の 本部が 實際に 何處 にぁる かは 世間 一般に 知られて ゐない 。 

五三 自由と 神の 傖仰 

自由は、 若し 其れが 宗敎や 神に 對 する 恐れ や 人間的 友愛の 上に 立つなら、、 人民の 繁榮に 害は なく 
國家の目論見の爲にも支障なく存在することが出來るのでぁる。併し自由の思想は平等の其と 9| 離 
して考へなければならない。平等の思想は從屬を必要とする自然の.法則とは矛盾してゐる。 

信 1に依れぱ群衆は小敎區の保護を受け、敬虔なる牧師の指導に從つて靜かに又平和に生活し、 
神が此の世に與へた法に從ふのでぁる。其故に吾等は全ての信仰を破壊し、吾等の心から神と班の 
信仰を奪ひ、其の代りに數畢的の計箅と物質的欲望とを與へるのヤぁる。 

五 四 商業と 工業— 投機 

吾等の 政策から 彼等の 注意を 逸らす 爲 に吾等は彼等の心を商業とエ業とに向ける樣にすることが 
必要で ぁる。 

斯くて 各國 民は 自らの 利益の 爲 に餞爭し、此の世界的の陰謀丨卽ち共同の敵丨に注意に向けるこ 
とを しない。 併し 自由が 奴等の ■社會 を 瓦解 さする 爲には 、工業を 投機的 基礎の 上に 置かなくて はな 

二 五 



らない 。斯くて 工業に 依っ て 土から 得らる ^ものは彼等の手に留らず、投機に依って全て吾等の6 
庫に 入る ので ある。 

五五金の霡 

上流 社會 y 對 する 闘爭 と實業 界に 於け る 5 ざる 投？ sas 社會は 蒙し、 群衆は 利己的と な 
り、 精氣を 失っ て 終 ふ。 

斯くて群衆は政治や宗敎の高尙なる問題に全く無两心となる。金に對する渴望のみが群衆を動か 
し、 彼等は 物質的 快樂 を與 へる 唯 I の 手段た る 金を 得 やぅと 努力し、 金を 心 かち 崇拝す る。 斯 くし 
て群衆は何等の目的もなく、又自ら畜むことも出來ずに、單に上流社會に對する嫉妬から吾等の仲 
間と なって、 吾等の 较爭者 丨卽ち 奴等の 特權 階級に— 對抗 する ので ある。 

ブロトコ—ル第五 
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無政府に 依る 國際 金権の 確立 
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腐敗は、 社 會の 到る 處に浸 潤し、 富は 巧妙なる 誤魔化しと 欺瞞的な 手段と に 依っ て 取得サ られ， 
賄賂は 社 會を 風縻 する。 道德は 進んで 通行され る ことは な レ、 法律の 制裁に 依っ ての み 僅かに 維 袴 
され、國際主義は愛國心と宗敎心とを殺して終った。斯くの如き社會に、吾等は如何なる政治制を 
施くべき であらぅ か。 

斯くの如き社會には、余が今から說明しやぅとする專制以外に、如何なる政治制を施くことが出 
來るだ らぅ か。 

社會の 力を 吾等の 手に 牧め る爲に •吾等は 中央 集權の 上に 固く 築かれた 政治 形態を 創り 出す ので 
ある。 而 して 吾等は、 新しい 法律に 從て 、機械的に、 吾等の 人民の 政治 生活を 指導す る。 而 して、 
之等の法律は、奴等に與へられた特檷と自由とを徐々に取上げるのである。斯くも立派なる專制に 
依って 如何なる 時、 如何なる 所に も、 吾等の 支配は 迎へ られ 、而 して 吾等に 不滿を 抱く ゴィム は K 
迫され るので ある。 

此の專制制度は近代の進步とは調和しないと謂ふ者もあるが、余は事實の正に反對なるを*甘す 
る ことが 出來 る。 

五七儋 仰 破壤後 运獪 に 護され る 猶太 的 マサ ソン の雳 

ニ 七 




人民が、 彼等の 元首を 神の 意思の 權 化と 信じて 居た 時には •人民は 元首の 專 制に 不平な しに 從っ 
た。 併し、 吾等が 個人主義 的の 思想を 吹 込んで から、 彼等は 彼等の 元首を 單な る偁歟 と 思 ふ樣に な 
った。元首の身から、人民に感動を與へる光を失ひ、吾等が、人民の心の中から神に對する倌仰を 
取上げた 時に、 王樣は 溝 S 中に 捨てられ 、遂に 吾等に 拾は れて 終っ た。 言辭 と畢說 とに 依り、 又 社 
會生活の指揮者に依り、又他の方法に依て、群衆と個人とを支配することは、吾等の行政的天才の 
領分に屬する。此の支配は分析と觀察とに依って行はれ、他に類例のない吾等の理智の上に基礎を 
置いて居り、連帶制と政治活動とに於ては吾等には銨爭者がない。只だ此の點に於てジ*スィット 
敎徒が 吾等に 匹敵す る。 併し、 彼等は 無智なる 群衆の 評判を 失って 終っ た。 何 政なら、 吾等が 吾等 
の 祕密 結社に 依って 常に 間の 中に 隱れて 居る に 對 して、 彼等は 公然と 組織され て 居る からで ある。 
終局は、 群衆に とつて は、 世界が 力 ト9ックの元首に支配されるも、シオンの血統の王に支配され 
るも、同じである。併し、神の選民である吾等にと 0 ては、此の問題に無頓著であ 0 てはならぬ。 

五八 非 猶太 人の 反目と 自己主義 

ゴィムの世界的聯合は1時吾等を苦しめる。併し吾等は、彼等の間に存在する拔くことの出來な 

い强い軋鑠に依って守られて居る。吾等は、ゴィムが國家的利害と個人的利番とを混同するやぅに 



した。 吾等は 二十世紀 前から 宗敎的 嫌悪と 民族的 反感の 情と を 惹起 さした。 此の 故に •如何なる H 
家も如何なる場所からも、援けを得ることが出來ない。吾等に反對する爲の聯合の不利なることを 
各國 家は 信じて 居る。 吾等は 餘りに も强 力で ある。 彼等は、 吾等の 援け を藉ら なければ ならぬ •如 
何なる國家も\吾等が祕かに參加することなくしては、極く些細な協約すら結ぶことが出來ないの 
である。. ， 

五 九 神の 選民— 猶太 人 

「吾等に 依て 王が 統治す る。」 吾等の 豫言 者は 言っ た、 吾等は 全世界を 支配す る爲に " 轉 自身に 依 
て 選ばれた と。 吾等の 此の 使命を 果す爲 に、 神は 吾等に 天才を 與へ た。 若し 吾等の 敵の 中に、 斯く 
の如き天才を見出す時には、彼等は吾等に對抗することが出來る。併し、新參者は吾等の老練者の 
敵では ない。 吾等の 攻擊 の慘 酷で ある ことは、 他に 類を 見ない。 而も、 奴等の 間に 天才 S 現 はれる 
のは、 旣に 遲れた 。 

六 o 金力、 其れは 玫 治 力て ある 

全ての 政治の 機關は 吾等の 掌中の 原動力に 依って 動いて 居る。 其の 原動力とは 金で ある。 吾等の 
賢人に 依って 發 明され た經 濟學 は、 久しい 以前から 吾等が 金權の 上に 君臨して 居る ことを 示した。 



六 I 商業と 工業との 11 占 

新たに 新 天地を 得 やぅと する 資本は、 工業と 商業と を獨 占し なければ ならない* 之は 旣に * 世 典 
中忙見ぇざる手に依つて實現されやぅとして居る。此の特檯に依り*政治は企業家の手に移り、人 
民は 其の 下に 置かれる やぅになる。 現在に 於て は、 群衆を 載は せる よりは， 武裝 解除を 行 ふ 方が 必 
要で あり、 群衆の 感情を 壓へ るよりは、 群衆の 感情を、 吾等の 利益の 爲に 利用す る 方が 必® であ 
る。 他人の 思想を 斥ける よりは、 之を 吾等 流に 解釋 する ことが 必要で ある。 

六 II 吾等の 首 論の 破壤性 

吾等の 政治の 主要 問題は、 批判に 依つ て國 民の 精神を 弱める ことで あり、 吾等に 對 する 反抗を 生 
む 思索 G 習慣を 失く する ことで あり、 群衆の 精神力を 單なる 辯 論に 向ける ことで ある。 

六 11 1 猶太 的マヴ ソンの 辮譎會 

如何なる時代に於ても、群衆は、一個人に至るまで、言葉を行動と思つて居る。彼等は、彼等の 
感情に 訴 へる もので 滿 足し、 約束が 社 # 生活の 實際に 於て 實現 された か 否かを 觀察 する の 力を 失つ 
て居る。夫れ故に、吾等は特別なる機關を設け、其の會員の雎辯に依つて、吾等が進步の爲に霣離 
して 居る ことを 示させる ので ある。 • 



吾等は，各黨派と各傾向とに對しては全く無 || 心の態度 |: 持しっ、、吾等の雎瓣家を凡ゆる方面 
に 送る。 此等の 雄 辯 家は、 大いに 喋り、 群衆を して 倦まし め、 如何なる 雄 辯に も 興味を 失は しめる 
やぅに する。 

六鼉興論の破壤 ， 

輿論を味方にする爲には、各方面から、また長い間に亙って各種の反對意見を創り出し、ゴィム 
をして 迷 宵に 入らし め、 政治には 何等の 意見 も 存在し ない 方が ましで あると 悟らし める ので ある。 

之は、 群集に 知らし めて はならぬ 問題で ある。 群集を 指導す る ものの みが 之を 知る。 吾等の 第一 
の 祕訣は 此處に 在る。- 

統治に 成功す る爲の 第二の 重要なる 祕抉は 、群衆の 悪癖、 習慣、 感情、 共同生活の 法則 等を 複 職 
な ものと し、 此の 混沌から 誰れ も 逃れる ことが 出来ず、 また 相互に 諒解し 合 ふこと も 困 離な ものと 
して 終 ふので ある。 此の 戰 法に 依って、 各黨 派內の 不和を 釀し 、吾等の 前に 未だ 険か ざる 集團 力を 
瓦解させる。 

. 六 五 個人性の 破壤 

また、 此の 戰法 に依って、各種の天才的劁作ヵを弱め、吾等は群衆に不和の種を時ぃたが、此等 




多數の 群衆の 上に 吾等は 勝利を 博す るで あらう。 吾等は 奴等の 敎 育機»を技け，天才を必要とする 
事件に對して群衆が無カとなり、彼等が挹望的となるやうに仕向けるのである。 

制限の ない 自由 制度の 中に 行使され る 力は 無力で ある。 何故なら、 夫れ は 他人の 自由の 力に 突當 
るからで ある。 精神的の 爭鬪 、裏切り、 失敗 等は 之から 生ずる • 

六 六 猶太 人の 超 政府 

吾等は、 群衆を して 自由に 倦き， 吾等の 國際 力に 道を！ |るに至るやうにする。吾等の國際カの働 
きは、各國家の勢カを弱らすことなく總括し、超政府を作るに在る。 

現在の 政府の 代りに、 吾等は 超 政府の 支配と 謂 ふ 案山子を 作らう。 此の 超 政府の 手は、 熊手の 如 
く 各方 面に 延び、 組截は 大規模と な 0、 各國 民は 必ず 其の 下に 從屬 する やうになる • 

プロ トコ— ル 第 六 

土地の 取得と 投機の 普及 

六 七 »太獨占に依る » 産の$ 




吾等は驄て偉大なる獨占を造らぅ。此の獨占は大きな畜を擁し*奴等の大きな財產も吾等の»占 
には全く從屬し、政治的異變の起る翌日には、彼等の全財產は、國家の«券と共に、吾等の獨占の 
中に 吸 ひ 込まれる 樣に なる。 

此處に 出席の 經濟畢 者 諸君ょ、 吾等の 此の 機構の 重大性を 注目せ ょ。 

吾等は 吾等の 最高 政府が、 其の 膝下に 進んで 跪 伏す る 者に とつて、 保護者で あり、 恩人で ある 樣 
に 見せかけ、 凡ゆる 方法を 講じて 吾等の 政府の 重大性を 增す樣 にす る。 

六 八 課税に 依る 贵族の 地上 財産の 沒牧 

奴等の 貴族に 就て は、 其の 政治的 勢力の 失 はれた 今日、 問題に する 必要がない。 併し 彼等は 所有 
する 土地から 上る ものを 以て、 吾等から 獨立 する ことが 出來 る。 其れ故に 彼等から 土地を 奪 ふこと 
は*吾等にとつて絕對に必要である。之に對する最良の方法は土地に負債を生ずる樣にする爲、不 
動産に 對 する 税率を 增す樣 にす る。 此の方 法に 依つ て 土地は 全く 從屬 的の ものと する。 

奴等の貴族は代々僅かな物を以ては滿足することが出來ず、最早や破產をしょぅとして居る。 

六 九 商業— 工業— 投機 取引の 打 蒙 

以上と 同時に 吾等は、 商業と 工業、 別して 投機を 保護し なけれ ぱ ならぬ。 此の 投機の 役目は 工業 




を 不安な ものにする にある。 若し 投機がなければ、 工業に 依っ て 個人的な 資本を 集め、 裹業の 改良 
を 行 ひ、 農業 銀行の 好餌に 依っ て 借りられた* 務 を決濟 する ことが 出来る。 工業に 依って 土地から 
の產 物を、 資本から 利子を 取る 樣 にし、 世界中の 黄金を 投機に 依っ て 吾等の 金庫の 中に 牧め る樣に 
する ことが 必要で ある。 斯 して 非 猶太 人は、 無産者と なり 僅に 生存す る檷 利を 得る 爲 に •吾等の 前 
に 跪かぅ とする。 

七 o 赘瀑 の羹 » 

奴等の エ業を破壤する爲に、吾等は投»と奢侈丨然0凡てを荒す奢移—を鑛めるのである。 

七 I 貫金の嘈加と物價の值上 

吾等は 貢 銀を 上げる。 併し 之は 勞働 者に とつて 何等の 利益と ならない。 何故なら、 農 索と 牧畜と 
衰微の爲に、生活必需品の騰貴を來たし、又吾等は巧みに又撤底的に生產の根源を奪つてしまぅの 
であるから である。 

七 II 飲酒に 依る 無政府 

斯 くす る爲に 、吾等は 勞働 者を 放縦と 酒精と に 惯れし め、 土地の 上から 奴等の 有鏃 者を 追 ひ拂ふ 
ので打る。 、 



七||1»太的輕濟原則に依る蒡働者0;^{| 

斯 5 如き S が發 生す る 前に、 奴等が 時代 S 相を 知ら sy する 5、 吾等 SQ 目的を 隱 し、 
菩等の 行動を 勞働 者の 爲に すると 見せかけ、 今日 吾等が 敎 へる 經濟學 を宜傳 する ので ある。 

ブロ ト n I ル 第 七 

世界 大戰 の豫言 

七西|^|||張の0|的 

軍備の 擴 張と 警察官の 增 員とは 吾等が 發表する計畫の遂行上必要である*何れの國家にも吾等以 
外には、無產者の群と、吾等に忠勤を抽んでる僅かの百*長者と，譬察と兵士とのみが存在する様 
にす る 必要が ある。 

七五全世界に於ける鼸摄、 || 筝、夏敵慊心 

歐洲に 於て、 他の 大 8^於けると同じく、騷擾と不和と惽惡との種子を蒔く槺にしなければなら 
ぬ。 其の 利益は 二重で ある。 第一に 夫れ に 依て 凡ての ■家は* 秩序で t 騒摄で 4 吾等が 思 ひの 隹 に 




_し出すことの出來る事實を知ることにな0、吾等に尊«を褲ふことになる。斯くて凡ての國家は 
吾等の 壓迫を 必要な ものと 考 へる ことに ft れて來 るで あらぅ。 第二に 吾 年の 陰謀は 吾等が J 國 の 内 
閣に 張り 廻らした 網を 混 歎させる。 此の 仕事は 政治、 經濟的 契約、 財政 的 取決め 等に 依つ て 爲 され 
るのである。之等の目的を達成する爲に、 # 鼸と « 罐とに於て、吾等が大なる奸策を用ゐて居るこ 
とを 仄かす 必要が ある。 併し 公の 辭 令に 於て は 全く 反對の 政策を 聃 り、 吾等が 正直で 10 •妥 tt 的 
である樣に見せかけるのである。斯の如くして吾等が提供する事件の皮相ょり見ることの出來なく 
なつた 人民と 政府とは、 吾等を 恩人で あ &、 人類の 濟度 者で あると 考へ る樣 になる。 

七六地方的敏爭或は世界大戰の威_に依る懷柔 
吾等の 政策に 反對 する 國に對 しては、 吾等は 隣 國の 兵力を 以て 宜戰 する ので ある。 此の辑 國 も 吾 
等に抗つて吾等の敵國と同盟するときには、吾等は世界戦爭に，依つて之を應ずるのである。 

七 七 政治に 於け る 猶太 的祕肤 

政治界に於ける成功の確實な道は、計*の祕密なるところにある*外交官の言は、彼等の行動と 

f 

一致し ない 樣に する 必要が ある。 

七八新聞紙と興雄とに依る « 等の成功 



吾等は吾等の政府をして、吾等が大膽に目論み、最早勝利に近づかぅとして居る吾等の計聲に從** 
つて行動する樣にする。斯くするに當つて、政府が輿論に從ふと見せかける必要がある。輿綸は實 
際には新聞と謂ふ「偉大なるカ」を以て吾等が祕密裡に作るも.のである。新聞は棰く僅かな例外を 
除いて、凡て吾等の手中にある。 — • 

卽ち欺洲內の奴等の政府を征服する方法を簡單に謂へぱ、吾等は一つの國家に暗段とテ0とに依 

つて吾等のカを示すものである。若し彼等が吾等に抗つて立つ樣な時には、吾等は米國*支那及び 

日本の 大砲を 以て 之に 應ずる ものである。 

\ • 、 • • 

プロ トコ— ル 第 八 

辟 治の 變遷 

七 九拆訟 ょリの ail れ場 

吾等の 敵が 吾等に 對 して 用 ゐる 道具は、 吾等 も 掌握し なければ ならない。 吾等が 宜首を 發する 時 
に、其の宜言が餘りに大膽にして不正なる樣に見せない樣にする爲、吾等は、法律術箝の徽妙にし 
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三 八 

で精«されたる»を以て瓣明しなければならぬ*何んとなれば、此の宜言は非常に高尙な瑾徳的格 
首の 樣に 見せ掛ける 必耍が あるから である。 

八 0 4K 太 政府の 取 鬈 き 

吾等の 政府は 各種の 文明の 力で 圍 まれて ゐるが 、吾等は 其の 力の 中で 行動を しなければ ならな 
い。 吾等の 政府は 政論 家、 經驗の ある 法律 顯問 、行政 家、 外交 家 及び 吾等の 特別 高鈒學 校で 特刖な 
敎 育を 受けた 人々 に 取卷 かれる であらぅ。 

八| 吾等の 特別 擊校と 其の 目的 

此 等の 人々 は、 社 # 制度の 祕密 を知り、政治的語句を解し、人間性の裹を知り、又樂器の弦を 0| 

ベる 方法を 知づて 居る ので ある。 此の 弦とは 非播太 人の 智能 組緻 、彼等の 傾向、 彼等の 缺 K 、 彼等 
の 德 *彼等の階級と仲間の特質とを謂ふのである。吾等の政府の天才的拨助者は、目的が何處にあ 
るかを 理解せ ずに 政治を 行 ふに 憤れた 非 猶太 人の 間より 選ばるべき でない ことは 勿論 だ。 非 猶太 人 
の 行政官は、 目 も 通さずに 書類に 署名し、 利益と 野心と に 誘は れて 動務 して 居る。 

吾等は吾等の政府を多數の經濟學者を以て充した。猶太人に«濟學を敎育することが最 ''4 重鬌な 



のは、 茲に あるの だ。 吾等は、 銀行家、 工業 家、 賫 本家、 特に 百 萬 長者に 取卷 かれる であらぅ •何 
となれば、 總て は數 字の 上で 決せられる の だからで ある。 

八 三鬻 等の 件 間に 占められる 重 IEK # 位 

吾等の 政府の 重要な 地位の 凡てを 吾等 猶太 人の 仲間で 占めて 危狳が ない 狀 態になる 迄は、 吾等は 
政治を、 過去に 汚黏を 持ち 人民の 間に 惡抨の ある 人物に 委ねる。 此等の 人物は， 若し 吾等の 命令に 
服さなければ 刑罰 か 流刑 かに # ふので あるから、 最後 迄 吾等の 利签 |: 護 るので ある • 

ブロ トコ— ル 第 九 

宣傳の 方法 

八0成人敎宵に於て採用さるべ金？等の霣則 

吾等の政策を實施するに當り、諸君が中にあつて働きかけ樣とする國民の性質に，特に 3« 君は注 
意する必要がある。各國民に同じ様に吾等の政策を適用することは、敎育の改革を吾等が行つた後 
でなければ 成功す る ことが ^ 來ない 。併し 吾等の 政策を 注意 深く 適用して 見れば、 如何に 頑固な 性 



»も十年 |: 經ずして變つて終ひ、吾等は他の國民を吾等の思ひの || にすることが出來るのである* 

• 八五支配權カの篇 

五11等の時代が來た時に、吾等は「自由、平等、博愛」と謂ふ吾等の檁語 -|: 變へてしまふ。新しい 
檫語は 狭して 別な ものでは なく 同一 思想から 出た ものである。 吾等は 「自由の 檷 利* 平等の 義務， 
馎愛の 理想 ：… •」 と 謂は ぅ。 吾等は 牛を 角を 以て 捕える ので ある …… 實際 吾等は 吾等の 政府 以外の 
總ての 政府を 破壤 した。 勿論 多少の 國家は 未だ 淺 つて 居る ので あるが。 

八六拂 》 暹 動 

現在、 若し 何れ かの 國家が 吾等に 反對 して 立つなら は、 夫れ は、 吾等が 望む 處と 吾等が 命ずる 處 
とに 合致した ものである。 夫れ に 依つ て 吾等は 若い 同族を 敎育 する ので ある。 此の 事は 兹で 詳しく 
說明することを止めょぅ。何となれば吾等は吾等の會嫌に於て數回此の事亿官及したからである。 

八 七播太 政府の 專制 

贲際に 於て 最早 吾等の 前に 妨害は ない。 吾等の 最高 政府は、 法の 境を 超えた 存在と して 普通に 
r 專 制」 と 呼ばれて 居る もの だ。 

私は現在自信を以て言ふことが出來るー吾等は現に立法者であり、法の列決者であり、死刑の宜 



吿者であり、恩赦の執疗者であり、又吾等の軍隊に對しては馬上の«長であると|,政黨は、咋日 
迄は轚固であつたが、今日は吾等の掌中に « して終った。その政黨を以て吾等は確固たる政治を行 
ふことが出來る。吾等は、飽くことなき野心と、燃ゆる如き食歎と、冷酷なる«馨心と忘れ得ぬ憎 
惡 とを 持つ て 居る。 

八 八 恐怖政治 

總ての 方面 rC 倭人す る 恐怖政治は 吾等から 出る ものである。 • 

A 九 猶太 政府の 使用人 

吾等は、各種の意見の人物と各捶の主赛の人物とを自由にして居る。王政復古主義者、煽動家、 
肚 # '主義者、コンミューン黨、其の他の夢想家等各種の人物を吾等の仕事の爲に用意した。此等人 
物の 一人一人は、 其の 側に ある 權^ ^淺ら ず 吸 ひ 取り、 淺つた 健全なる ものを 铒す爲 に 努力す る。 
政府は 此等 人物の 一掛に 苦しめられる。 政府は 平和を 欲する n 平和の 爲には 凡てを 犧牲 に しても 惜 
まない。 併し 政府が 吾等の 最高 政府を 八 ユ 然と 承認し ない 中は 吾等は 彼等に 平和を 輿へ ない。 

人民は、國際的國結に依て社會間題を解決する必耍があると叫んで居る。併し人民が諸黨派に分 
れて吾る爲に人民は吾等の思ひの儘になる。何となれば政爭の爲には金が必要であるが、 ||1 ての金 



1: 所有す るのは 吾等で あるから である* 

九 o 權ヵ者土人民との調爭 

吾等は有識階級の精神ヵと群衆の盲目ヵとが團結することを恐れる。併し斯かる事が行はれない 
様に吾等は出來るだ竹の手段を講じた。此等ニ 0 の勢ヵの間に吾等は互ひの恐怖と两ふ_遭を |9: け 
て 置いた。 斯 くの 如くして 群衆の 盲！ nr 力は 吾等の 支持者と なり. 吾等の みが 彼等を 指導す る。 吾等 
は 彼等を 目的の 爲 に 動かす 方法を 知つ て 居る。 

九 I 人民と 吾等との H 保 

盲目者の手が吾等の指導を拒絕しない樣にする爲に、吾等は時々彼等と直接に接觸を保たなけれ 
ばなら ない。 其れが 出來 ない 時には、 少 くも 最も 忠實な 吾等の 仲間を 通じてし なければ ならない。 
吾等が1つの勢カとして認められた時には吾等は公共の場所に於て群衆と語り、吾等に有益な意味 
の 政治問題を 彼等に 敎へ るので ある。 y 

村の畢校で敎へられて居ることを管理する方法はあるだらぅか。|國の代表*ー_の支配的人物 
が括すことは、»內全睡に知れずに濟まない、何故なら之は人民の聲を以て « められるからである* 
九 二 豳 « 主義0 作用 、 



像め非猶太人の各機關を破壤しない樣にする茑に、吾等は巧みに手を以て之に « れ、彼等の機 9| 
の 8^を握るのである。此の螺旋は、嚴格な而も正しい秩序にあったが、吾等は之を放縦の中に置 
いた。 吾等は 司法 檷、 選舉權 *言論界、個人の自由の發展等に手を入れ、特に自由の存在に依存す 
る敎育 に 手を 入れた。 

九 11 1 非»太人と其の法癉の獷壤 

吾等 自身は 誤りで あると 考 へて 居る が、 吾等 自身に 依て獎 » される主義と畢說とに依つて、吾等 
は 非 猶太 人の 靑 年を 欺瞞し、 彼等の 頭を 鈍に し、 彼等の 心を 腐敗させる ので ある。 

現在の法律を改正することなく、只反對の說明を以て法を曲げることに依つて*吾等は偉大なる 
效果を 舉げる ことが 出來 た。 

九田法の解釋 

複雜 なる 法の 中に 如何に 處 すべきで あるかを 知らない 政府から 全く 法を® して 終つ た 所に、 第一 
の 效果は 現 はれた。 此處か ら 理法の 栽 判が 生れた ので ある。 

九 S 地下道に 依る 都市の 破壞 

諸君は謂ふー若し吾等の計畫が事前に暴霣されたなら、人民は手に武器を持つて吾等に铟向ふだ 



四 四 

ら， と。 併し 吾等は、 斯 くの 如き 場合の 準備と して* 如何に 勇敢なる 人物 も戰く I の 術策を 持つ て 
居る。地下鐵は其の理由で各主耍都市に建玟された。吾等は之を國家の綸ての組織と文窨と共に爆 
破す をので ある。 • ~ 

•ブロ 卜 n I ル 第 十* 

. •現存 憲法の 廢止 . 

九 六 猶太の 外觀と 政策 

、政府も人民も、事態の皮相ょり觀察することが出來ない。此の言葉は前にも首つたが、それを譟 
返すことから、今日の議論を進めょぅ。人民の代表者は娛樂を第ーに考へてゐるのだから、彼等は 
物の 眞 相を 看破す る ことがない。 此の 事實を 詳細に 知る ことは、 絕對に 必要で あり、 吾等が* 檯カ 
分立、言論の_自由、信仰の自由、集會の權利、法律上の平等、財產住居の不可侵、閒接稅の微牧、 
法の反對作用等を論ずるときに、此の知織は役立つのである。以上の問題の凡てに關し*決して、 
群衆の前で、直接にまた公然と.觸るぺきでない。夫れに « れる必要のある場合には、一々之を列 



舉することを避け、.現存の法律的原則は正しいと斷言すぺきである。此の寡言の重要性は、列然と 
決められない法則は、吾等が何時でも除去することが出來、若し吾等がー々之を列舉すれぱ、之を 
全く 承認す る ことになると 言 ふ 所に ある。 

九 七侓大 なる 成功 

群衆は、 政治的 天 ホに對 しては、 特 SS れと大 なる 尊敬を 持つ てゐる •政治的 天才が 强制的 政 
# 策を行つた場合、群衆は次の言葉を發する。 「あれは 卑怯 だ、 全く 卑怯 だ。 併し* 何と 巧妙 だら う 

巧 ハ 遺 ロ だ。 阱 し 何ん く 遣つ たもの だら う。 何ん と、 厚かましい 遣 ロ だら う。」 

吾等は、吾等が計畫した新しい基礎を造る爲に、各國民を引込む積りでゐる。其の故に、吾等は 
第一に此の大膽さと此の能ヵを取つて置かなけれぱならなぃ。此等の性質が吾等の實行者の中にあ 
れば 、凡ての 陣壁は 破壤 される であらう。 

九八欺滿と人民投霣とに依る猶太の勝利 

/ 吾等が 國家 革命を 遂行した 時に 吾等は 次の 如く 言 ふ。 「凡ての 事業は 巧く 行かな かつた。 凡ての 
災害を 諸君は 受けた。 吾等は 諸君の 凡ての 苦痛、 國籟 、國塊 、貨幣の 雑多を 除かう として ゐる 。勿 
論、諸君は吾々を裁判することは自由である。併し、吾等が諸君に與へるものを賙べずに、斯くす 



る ことは 正し 5 こと plf ;。」 丨 斯く 5 て やれば、 彼等は 狂喜して、 5 ES 吾等 t 
胸 揚げす る pt 5。 吾等 Q 成功 S 具と して 裂した. 墓 S つて、 吾 等は、 人類 £ する 最も 
下等なる 人物に も、 集 ♦や 組合を 組 雄す る 習 W を附 けたが、 此の 瞀邐の ♦後の 役割と して、 吾等を 
審理す る 前に 承認させる 爲に 、人類の 輿論を 作る ので ある。 

九九普通邐 » 

此の目的の爲に、全ての人類を普選に導く必要がある。階級と邐舉條件とを無 || して、吾等が有 
檯の 有識 階段から 得る ?: との 出來 ない 絕 對多數 を 得る 必耍が ある。 

IOO 愐人主 irii 依る 家 磨の 被镰 

斯くの 如く、 全人 類を して 自負心を 養は しめ、 それに 依つ て、 彼等の 家族制度と 其の 敎育 上の t 

要 性と を 破？ る。 吾 S 群 5 心 Q 中 S 創 性が— と 鼻し 5 く — S 來な S 。 吾等 
の 指導を 受けて 念 群衆 skr 獨創性 霪い 人物が 世に 現 はれ t とも、 物を 話す こ t 杵 さな 
い。群衆は、彼等の從順と謹聽とに對して報酬を與へる吾等以外に耳を藉さない習 « になつてゐ 
る斯 くの. w く 吾等は 群衆を 一 つの 盲 力と し、 如何なる 場合に も、 吾等が 彼等の 首領の 地位に 
度した 手代 S 導な くして は、 行動 出來 ないやぅ にす る。 雲は 報酬 其の 他の 利 蒙 新しい 首領 h 



ら 出る ことを 知る 爲 に、彼等は新しい制度に從ふであらぅ。 

IOI 思想と 命令の VI 

政府の計畫は、全て一人の頭腦から生れなければ '* らない。何故なら、數人の頭腦が建杖の事業 
を分镥したなら聯輅は失はれるからである。其の故に吾等のみが行動計 « を知るのはょいが、之を 
时 論して はならない 。討論に 依れば、 計畫の 本質、 各部 分の 聯絡、 各要黏 の祕密 等の 意義と 實行ヵ 
とは失はれる。普選が时議し、改革するならば、夫れは計畫の深奥に觸れず、聯絡もない誤つた窻 
見の 寄せ集めに 過ぎない 物になる であらぅ。 吾等の 計畫 は强 固で、 熟® の 上で 出来た ものであるべ 
き だ。 夫れ 故に 吾等は 吾等の 指導者の 天才 的 事業を 群衆 や 一部の 國體の 自由に 委 すべきで ない。 

此の計畫に依つても*當分の間近代的設備を轉覆するものでない。之に依つて、僅かに其の經濟 
の 方面の みを 改革し、 吾等の 計畫に 依つ て 動く 全ての 發展を 指導す るので ある。 

101 1 非»太人國家機鼸の指導 

各國に は、 名稱こ そ 異なれ、 殆ど 同じ 物が 存在して ゐ る。 日く 代表、 日く 大臣、 日く 上院、 日く 
ft 閣 、日く 立法府、 日く 司法 府。 余は 兹 に、之等の機拥相互の關係の仕掛を說明することは止めや 
ぅ。諸君は之に就ては充分知つて居る £ とと思ふ。余は只、各機闢が國家の重耍なる機能と«係あ 

四 七 



ることを注 .1[ したぃ。吾等が1と言ふも2、機明其の物でなく、機8の機能である*國家蠢 
は 人間の 各 器官が 人體の 作用を 分 擔す る樣 に' 政府の 機能を 分 播 する。 若し、 吾等が® 家 嫌 g ク 
一部を 害すれば、 國家は 人間の 如く 病 S 罹り、 死んで 終 ふで あらぅ。 

吾等 か國家 機構の 中に 自由主義と 言 ふ 毒を 注ぎ込んだ 時に、 凡て S 度は 變 へられて しまつた。 
困は は 致命的の 病氣、 卽ち墉 血 病に 插 つて、 只斷末 魔の 苦 g の 終りを 待つ のみで ある。 

I 0111 自由 思想の 害鬌 * 

自由主義の -^ 達に矿つて 奴等の政府にとつて最も健全であるべき專制政雅の代りに、立憲政 @ 
が 生れた。 諸 1 られる f 、 11 r S 、 不和、 I 、 黨派 gs な— £ 校に 過 
ぎな - S . 一 ny 言へ ば、 其れは 國 家ょり 個人性と 人格と を 失は しめる 道具に 過ぎない。 n 場い 新 M, 
も 元首を 1て無能なら1め薄弱ならしめ、重耍ならざるものにし、また不用にして終ふもので 
ある。 其の 爲に 多くの 國に 於て 元首は 廢 された。 

| 0 四立*凾家、黨爭、群衆#絡*»太人の選ぶ大 »! 額 

,共和傕時代の 1| 來は可能となり、五0||?は國家の元首 |: 、政治界の漫臺的人物、卽ち大統領を以て 
代へ た。 大統領 a 、 吾等 e 仲間 や 奴？ is 中 だ。 其麼 i が 奴 sgy 敷 K し 



た 地雷が あるの だ。 ご 

近い 將來に 吾等は 大統領の 責任を 規定し ょう。 

IO 五大 統領の 資任 

其處で 、吾等は、 吾等の 計畫 を大膽 に 速* なく 行 ふので ある •此の 計* に 對 しては、 吾等の ダ* 
〈トランプ 遊びで、 自ら 札を 切らず、 仲間の する 慊に なつて ゐる 者— 卽ち 大統領 ■* » ) が 貴 任を 負 
ふので ある。 此の 爲に 、大統領に なりたい 人間が 減らう と、 大統領の 過失の 爲 に、 國家が 全く 瓦解 
するやうな混亂が來やうと、吾等の關したところでない。 

IO 六 背徳の 大統領— 籣 會—宣 嫌 布 吿の權 利 

此の 結果を 得る 爲に 、吾等は、 大統領と して パナマ 事件の やうな 過去を 持つ た 人物を 選ぶ やうに 
エ作する。舊惡暴»に對する恐怖、權カを得むとする野心、特權を保持せむとする希望、地位に依 
る役得と名譽等の爲に大統領は吾等の計聳の忠實なる實行者となる、議會は、大統領を選 « し、保 
護し、 掩護す る。 併し、 吾等は、 法律案を 提出す る權利 も、 法律を 改正す る檯利 も鼸會 に 與へ ず、 
之 等の 權利を .吾等の 手中の 玩具で ある 大統領に 與へた 。 

大疣铒 の 權カが 、凡ての 攻擊の 目標と なることは 明かで ある。 吾等は •大統領が 自らを 守る 爲 に 



五 o 

代議士を 雲 5 て 1 y 人民 ciy 拆へ SIR 利 AJ 彼 £ へる • 8ち、 多 f icf の 奴 期に 
するの權和を與へる。其の外に、吾等は大統領に宜戰を布告する檷利を附與する0此の權利 5: 吾き 
は說 明して、 彼が 貴 任 ある 代表た る 新しい 共和 a の 憲法を 保！！ する 爲に 、彼は 軍の 司令官と して,^ 

- を 其の 指撢 下に 置かなければ ならない と 主張す る • 

|0七猶太祕窗カの立法權 

斯の 如くして、 國内 政治 S は 吾等の 掌中に あり、 吾等 以外の ものは、 最早. 立法を 行 ふことは 
出來 ない ことになる • - 

- . - o 八 民衆 WS 依 る鰣し ぃ •法 

其の上、 吾等が 新しい 共和制 的 憲法を 制定した 時 y •政治 Q 1 持す I ® が— と 苜ふ通 
由で、 吾等は 議會 から 政府の 方針に 對 する 質問の 檷 利を 剝奪 する。 また' 新 憲法に 依つ て、 S 士 
の數を 最少 限度 y 制限し、 夫れ に 依て 政治 c 熱情を K 少 さ—。 若し t 期待に 反して， 政治の， e 
情が 少數者 C 間 SS んで— ば、 人民 e 多數 SHIS へて 代議士 2 f 断行す る。 

上院の 鼸 長と 副議長との 任命は、 大統領の 權 限で ある 〇 吾等は、 議 ♦を 常時 開 # せず， 其の M # 
期を 數菌月 K 制限す る T する。： 上、 大統領は SSI として 議會 1 と 解散を 2 こ 



とを 得る ものと する。 議會 解散の 場合に 次回の 召集を 延期す る ことを 得る。 併し、 吾等の 計畫の 實 
行に於て、不法行爲の資任が大統領の上に懸かる結果にならぬ樣'吾等は、彼 5:. 取卷く大臣其の他 
の 官吏を 熥動 し、 彼等の 方針から 行動す る樣に 仕向ける ので ある。 斯くて、 大統領の 代りに 彼等が 
資 任を 負 ふ。 …… 吾等は、 此の 役割を 個人に 委せる ょり、 特に 上院、 國 * ， 內閣 等に 委せる やぅに 
注吿 する。 

現行の 法律は 各樣に 解釋 する ことが 出來 るが、 大統領は 之を 吾等の 欲する 通り 解韉 する。 吾，； 寸が 
其の 必要を 示せば、 彼は 法律を 跤止 する。 彼は、 國家 最上の 幸福の 理由で、 假 法律を 提議し、 憲法 
の變更をすら提議する檷利を持つのである。 

|0九»太寡頭政治の|^ 

以上の 方法に 依つ て、 國家の 竈 法の 中に、 吾等の 權利に 反して 採用し なければ ならな かつた 凡て 
わ ものを、 徐 々に 破壤 する ことが 出來 る。 斯 くして、 一時的 方法と して 凡ての 憲法を 少し宛 廢 止し 
，凡ての 政府を 目立たぬ 樣に 吾等の 配下に ー轄 する の 時を 待つ ので ある。 

I 10 描 太 世界 王國 の宜首 

群衆は、彼等の元首連の放縦と輕佻とには鉋々して、彼等を追ひ出して、「吾等を團|2させ、吾 



等の 不和の 原因た る 画境、 宗敎 、國 家の 打算 等を 破埴 する 唯一 人の 世界の 王を 吾等に 與 へょ。 然 り 
吾等の 元首 達 や 代表を 以ては 得る ことの 出來 ない 平和と 安泰と を與 へる ことの 出來る 王を。—」 と 
叫ぶ。 さう した 時に、 吾等の 獨栽の 承認が 憲法の 廢止 なしに も 可能と なる ので ある。 

1 Z マヴ ソンに 依る 害毒の 傳* 

併し、斯くの如き希望を實現する爲には、凡ての國家の政府と人民との間に存在する關係を挹ぇ 
ず 紛糾させる 必要が ある ことを、 諸君 も 承知で あらう。 卽ち 、凡ての 群衆を して、 不和 *戰 爭、 惽 
惡 * 空腹と 缺乏 との 苦痛， 病毒 感染 等に 飽き、 吾等の 手代に、 叉 吾等の 完全なる 獨栽に 拆 へる 以外 
に 方法な きに 至らし める。 

若し、吾等が國民に再び鬪ふの餘裕を與へるな -?> ば、希望の實現される好機會は再び來ることは 
恐らくないで あらう。 




ブロ 卜 n 丨 ル 第 十一 

. 世界 征服と 吾等の 寡頭政治 

| =1 新 憲法の 基 雄 

參議院は政府办權カを强める'ものであり、而して立法府の外觀を廉へながら，實際には法律と元 
首の 命令と を 作成す る 委員 會で ある。 

吾等が準備する新しい憲法の計畫するところも其處にある0吾等は£立法府に封する大統領の楚 
案を以て (2) 1般命令、大統領令や內閣令、上院法令及下院決議の形式を以て、又た (3) 吾等が時期到 
來と 思惟す ると きには 革命を 以て、 法律、 憲法、 及 裁判所を 創設す るので ある。 

I I 三 吾等の 革命の 詳細 

今や 吾等は 此の 目論見を 大 K 作り上げた から、 旣に 吾等が 說 明した 意味で、 國家を 改造ず る 方法 
を 詳細に 硏究 する ことにしよぅ。 言論の 自由、 集會の 自由、 信敎の 自由. 代議の 原則、 其の 他が £ 
んに 叫ばれて 居る。 併し、 之 等！ S 、 新しい 憲法— 布され は、 人生 ee 繋ら 抹消され る 

\ 茧三 



か、 根本的に 改革され なくて はならない。 吾等の 全ての 命令を 同時に 發布 する ことを 得る のは 此の 
時に於てのみである。若，し此の時期を外せば、凡ての目立った變革は危險になるであらう。仞故な 
れば、此の改革が嚴重に行はれるときには、皎嚴な壓制に對する恐怖から人民の絕望を引起すであ 
らう。 又 反對に 歡 心を 求める 樣な 政策を 孰る ときは、 人々 は 吾等が 自ら 誤れる ことを 認めて 居る も 
の と 思 ひ、 吾等の 新しい 必然なる 檯ヵの 光は 失 はれる であらう。 又 或 人は 吾等が 恐れを 爲し 讓步 を 
餘儀なくされたものと思ふであらう。此の讓步は當然なことと思はれるので之に對しては何人も感 
謝する ものは ない。 .…： 

以上の 印象は 新 憲法の 威光を 傷け て 終 令 新 憲法 發布の 日から、 卽ち 群衆が 革命の 爲に氣 を 失っ 
て居るときから、吾等の威ヵを示し、群衆の意向など頓着する必耍のない樣にし、吾等は群衆の意 
向や輿論に關心を持たないばかりでなく、斷乎たる處置を以て .' 全ての發表、希望，意向の表明等 
‘ を 抑壓す る樣に したい。 又た 吾等に 必要なる ものは、 全て 之を 取り、 如何なる 場合に も 奴等と 權ヵ 
を分っことをすべきでない。 …： さう したなら ば 彼等は 瞑目して 事件を 待つ であらう。 

1 1四羊の群として扱ふ非 « 太人 

非 猶太 人は 羊の 群で あり、 吾等は 彼等に とって 狼で ある。 諸君は 狼が 羊小屋に 入った ときに， 羊 




がどうなる かは 充分に 御 承知で あらう • 

奴等は凡てに眼を閉じて居る、何故なれば、平和の敵を平定し、全ての黨派を無ヵにした_には 
取り上げた自由を再び與へることを吾等が約束したからである。 • 

併し 過去に 再び 戾 るのを 待つ のが 永い ことは 勿論で ある。 ：：： 

I |五祕密を « 匿するマヴソン組合の外« 

吾等が 非播太 人に 關 する 政策を 創り、 彼等には 其の 眞相を 明かに せず、 之を肢 吹す る 理由は 何處 
にあるか。若し、各地に四散した吾が民族が、直接に達することの出來ないものを、祕密の中に得 
ょうと 謂 ふに 外なら ない ので ある。 之は 吾等の 秘密の フラン •マ， ソン 結社の 結成に 大いに 役立つ 
た。群衆は此の結社に就ては何等知ることなく、奴等の注意を祕密結社の*相から外らす爲に非猶 
太 人の 中から も 此の 結社に 加盟 させた が、 之 等の 人物 すら マ， ソン 的 計畫に 氣付 くこと がない。 

神は吾等卽ち神の選民に浮浪の生活を與へた。吾が民族は此の弱黏を持つて居るにも拘らず、吾 
等の 力を 以て 現在 世界を 支配せ む 許 りに なつて 居る。 

此の 土臺の 上に 今や 築くべき® く 僅な ものし か殘 つて 居ない。 

五 五 




玉 六 

ブ ロト n I ル 第 十 I - 

V 

新聞と 其の 利用 法 

I |六「自曲」の描太式解課 

「自由」 と 謂 ふ 言葉は 幾樣に も說 明す る ことが 出来る が、 吾等は 次の 如く 說明 する。 

自由とは、 法律の 許す ことを 爲すの 權利で ある。 此の 言葉を 斯く 解釋 するとき、 全ての 自由は 苔 
等の 思 ひの 僚と なる。 何と なれば、 法律は 前述の 吾等が 計螯に 從つて 規定を 布吿 し、 又 廢 止す ?, か 
らで ある。 

1 1 七 猶太 權カ 下に ある 新聞紙 

吾等は 新聞紙を 以て 次の 如く 活動す る。 新聞紙は 現に 如何なる 役目を する か。 新聞紙は 人民の 激 
情を煽り、黧派の利己心を支持する。新聞紙は空虛であり、不正であ>，誤應化しであるが、多數 
は 新聞紙が 何の 役割を する かを 知らない。 (新聞紙は 吾等の 馬で) 吾等は 之に 鞍を 置き、 丈夫な 手 網 
を 着ける。 新聞紙 以外の 出版物に も 吾等は 同樣の 手段を 講ずる。 若し 吾等が 小册子 や單行 本の 攻擊 




の的になつて居たなら、新聞紙の攻擊から逃れることなぞ何の役に立つだらぅ。吾等は現在荇等が 
檢閱を 行ふ爲 に、 髙價に なる 出版物を、 吾等の 政府の 有力なる 財源と する。 新聞紙には 特別 印紙税 
を 課する。 新聞社 や 印刷所の 開設に 對して は 保證 金を 徴收 する。 斯く すれば 吾等の 政府は 新聞紙の 
攻擊 から 逃れる ことが 出來 る。 又 吾等の 政府を 攻轚 する ものに 對 しては 容赦な く 罰金を 踩 する。 印 
紙稅 、保證 金、 及び 罰金は 國家に とつて 大きな 收入 となる。 

政黨の機關紙は打箅を超越して居る。其れは事實だ。併し之等の新聞が繰返し吾等を攻擊すると 
き、 吾等は 此の 新聞の 發 行を 停止す る。 吾等の 政府の 正しき 威光に 觸れる ものは 必ず 沉せら る。 坊 
聞發行 停止の ロ實 として、 吾等は 問題の 機關紙 が、 何等の 理由 も、 何等の 動機 もな く、 人心を 提亂 
する ものであると 主張す る。 吾等を 攻擊 する 新聞の 中には、 吾等 自ら 經營 する もの V あるに 注意せ 
ょ。 此は 吾等が 特に 變更を 希望す る點 を攻擊 する ものである。 

一 I 八 新聞、 雜誌 、輩 行 本、 其 他の a 表 機關の 調 金 
吾等の監督なくしては、何物も發布されることはない。此のことは、世界の情報を粜める爲に旮 
地に廻はした吾等の通信業者が全ての情報を受取る事賁に依つて現在旣に成功して居る。此等の通 
信 業者は 全く 吾等の 道具で あり、 吾等の 命ずる もの 以外には 發 表しない。 

, 五 七 




五八 

今や 旣に 吾等は 吾等の 心を 奪 ひ、 彼等が 吾等から 與 へられた 色眼鏡を 以て 世界の 事件を 見る 程で 
あり、又た旣に國家の祕密と稱して吾等の近づくを妨ぐる閂が如何なる國家にも存在しないのであ 
るから、 吾等が 吾等の 世界の 王を 以て 世界を 支配す る やうに なつた 時には、 如何なる ことになるで 
あらう か。 

出版業者、 困軎 館員、 印刷業 者 等に ならむ とする ものは •銨 札を 必要と する •此の 艦 札は 速 犯 3 
場合には 直に 取戾 される S である。、 斯く £ くして、 思索の 方法は 吾等の 政府に 依る 敎 育法と 同一 
物と なり、 群衆を して 進歩の 恩惠に 就て 憧れる ことを 鋟 早 ^' さない やうに する。 

II 九 「進歩」 の» 太 的 解！！ 

此の 空想的 憧れは 馬鹿げた 夢に 導く ものである ことを、 吾等の 誰し もが 知って 居る •此の 夢から 
群衆と 檷カ 者との 間の 無政府 的關 係が 生れる ので ある。 何と なれば、 進歩ょ 0、 否な 寧ろ 進步の 思 
想ょり、各種の解放の思想が出て、止まる所を知らないからである。！；吾等が自由主義者と呼ぶ 
人々 は， 實行 上で なければ 少く共 思想 上の •無政府 主赛 者で ある。 彼等は 全部 自由の 夢を 追 ひ •不 
平の 爲に 不平を 言 ひっ i 、 無政府主義に 陷る ので ある* 

111 0 專 び 新 » 紙 に 就いて 




再び新聞紙に就て述べやぅ。吾等は新聞紙に、他の縝ての印刷物と同じく一枚每の印稅と、保« 
金を 課し、 三十 枚 以下の 單行 本には 其の 倍額を 課する。 此の 種の 單行 本を パンフ レフトの 一種と す 
る。 一つには 此の 區別に 依て 害毒の 最大なる 雜誌の 數を滅 じ、 又 1 0 には 作家を して 長い 作品の み 
を書かしめる樣にする。長い作品は高價なる爲讀まれることが少い。反對に吾等が大衆の爲に編輯 
する ものは 安價な る もので、 到る 處で爭 つ て讀 まれる。 課税は 著作者の 虚榮心 を 狡し、 處拥に 對す 
る 恐怖は 文士 達を 吾等の 支配 下に 置く。 

吾等を 攻擊 する 作品を 書く 者が あつても、 之を 印刷す る 人を 見出す ことが 出來 ない。 印刷を 引受 
ける 前に、 出版業者 も 印刷人 も當 局より 印刷の 許可を 得なければ ならない。 斯 くして 吾等は 吾等の 
爲に 張り 廻らす 網を豫 め 知り •此の 主題に 就て 吾等の 說 明を 先に 發 表する ので ある。 

文學的 作品と 新聞紙とは 最も 有 放なる 二つの 敎育的 勢力で あるから， 吾等の 政府は 新聞の 大部分 
を經營 する。 其の 故に 私營 新聞の 有害なる 影響を 無力の ものと して、 吾等は 人心 上に 大きな 勢力を 
張る。 若し 吾等が 十の 新聞を 許可した 時には、 吾等 自らは 三十の 新聞を 創刊す るので ある。 

群衆は 疑 ひを 挿まない。 吾等が 發行 する 新聞は 全て 見たところ 意見と 傾向と を 異にして ゐる ので 
吾等の敵も疑を抱くことなく、之に引入られる。敵は良に掛り戰ふことも出來なくなる。 

五 九 
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官報に 關する 政策は 吾等の 第一の 計畫 中に ある。 官報は 常に 吾等の 利益を 守る。 其 故に 官報の 勢 
力は 無に 等しい。 

第二には 御用 紙で ある。 御用 紙の 役割は、 無 主義 派と 穩健派 とを 引 入れる にある。 

第三の 計鮝 には 吾等の 反對を 裝ふ 新聞が ある。 少く とも I っの 新聞は 吾等の 意見には 全く 反對す 
る。 吾等の 反對派 は 此の 偽の 反對 紙を 自らの 味方と 誤認して 、之に 彼等の 計畫を 洩らす。 

吾等は 憲法の 存在す る 間、 各 傾向の 新聞紙を 經營 する。 贵 族主龚 の もの、 共和主義の もの •革命 
主義の もの.、 無政府主義の もの 等、 各 傾向の 新聞紙を 經營 する。 

‘ 此等の 新聞は 印度の 神ヴィ シュス ーの 如く、 百 本の 手を 持つ て 居る。 此等の 手の 各々 は 社 # の 變 
化を促進させ輿論を吾等の計畫に好都合のやぅに指導する0動榷する人心は判斷カを失ひ，荞易に 
煽動に 乘る 。彼等 自 m の 機關 紙の 主張を 繰返して 居る と 自ら 信ずる 者は、 吾等の 說か 吾等を 喜ばせ 
るの 說かを 繰返して 居る に過ぎない。 彼等は 自黨の 機關 紙に 從つて 居る と 信じて 居る が、 事 實は吾 
等が 彼等の 爲 に 立てた 旗幟の 下に 集まって 居る ので ある。 

吾等の 新聞記者の 團體 を、 吾等 流に 指導す る爲に 、以上の 計 寮を 注意 深く 組立て なければ ならな 
い。 吾等は 新聞 中央 事務所の ^ 義で 、作家 聯盟を 作り、 其の 中で、 吾等の 手代が 氣付 かれぬ 棵に吾 
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等の！ f 語， と 暗號 とを 宣傳 する ので ある。 吾等の 機關 紙は 吾等の 計畫に 就て は 皮相 的な 批判と 攻擊と 
を開始する。此の論爭は勿論仕_組まれたもので、之に依って吾等は最初は公に發表することの出來 
なかつ たものを 發表 する ことが 出來 る。 

吾等に 對 する 攻擊を 指導す る ことに 依っ て、 吾等は 群衆に 言論の 自由を 信じさせる ことが m 來 
る。又た之に依って吾等を攻擊する反對黨機關が、吾等の活動を攻擊する眞面目な理由を見出すこ 
とも 出來ず 、唯 空論を して 居る と 謂 ふこと を、 吾等の 手代に 立論させる やぅに する ことが 出來る 。 

此の方法に依って吾等は輿論の的になることから逃れ、群衆の間に勢カを張り、吾等の政府に對 
する 信用を 博す る。 此の方 法に 依って 吾等は 思 ひの 隹に 政治に 對 する 人民の 好奇心を 搔き立 て、 又 
は鎭め るので ある。 吾等は 時には 眞相 を、 時には 誤報を 印刷し、 事實を 是認したり 否定したり 
常に地上に足を下す前に豫め觸って見る樣に人心に與へる影響を考慮するのである。 

吾等は 吾等の 敵を 完全に 征服す る。 何と なれば 上述の 吾等の 方針に 依って 彼等が 其の 說を 主张す 
る爲の 機關を 彼等が 思 ふやぅ に 出來 ないから である。 吾等は 彼等の 說を敲 く 必要 もない ので ある。 

吾等は* 必要に 應じ ては、 吾等の 僞の 反對 新聞に 揭 載した 風見 記事を 御用新聞を 以て 手酷く 攻擊 
する。 

六 一 



ニ 1 1 マ ヴソ又 と 新聞紙との 黼 保 

少 くと も佛蘭 西の 新聞 界に は旣に マ， ソンの 暗號に 依る 團結が ある* 凡ての 新聞は 職業 上の 祕密 
を 以て 結び、 古式の 宜誓に 依り 命令を 受けざる 限り* 會員は 情報の 祕密を 洩らさない。 如何なる 記 
者 も 吾等の 祕 密を拽 さぅ とはし ない。 何故なら， 吾等は 過去に 汚 K を 持たない 記者は 一人 も 吾等の 
組合に入れず、違反の場合には直に彼等の過去の汚黏は嘬露されるからである。過去の汚點が其の 
所有者の 祕密で ある 間は、 記者の 威光は 多 數の心 を 引付け、 群衆は 熱心に 彼の 後に 從ふ ので ある* 

I 二 II 地方の 必要 

吾等の計畫は特に地方に迄及ぼされる*吾等は、都會に於けると反對的な希望と心を地方に « ふ 
り， 都會に は 反對に 地方の 傾向と 意見 ?: 吹 込む ので ある。 出 所は 常に 同じく、 吾等から 出る ので あ 
る。 吾等が 完全なる 權 力を 握る に 至る 迄、 輿論 卽ち 吾等の 手代が 工作す る 多 數の 意見を、 都 # が 包 
容するやぅにしなければならない。絕好のチャンスに當〇*又は危機に當0、都會が旣決の事項 |: 
非難し ないやぅ にす る。 何と なれば 此の 事項は 旣に 地方の 多數に 承認され たからで ある。 

MIHI 新 S 度の 確 資性 

吾等の治世に向ふ過渡的新制度の時代にあつて、新聞紙が社會の腐敗を曝霣することを杵しては 



吾等の 治世に 向 ふ 過渡的 新制 度の 時代-にあ 0 て、新聞紙が社會の腐敗を«霣することを許して《 



I ない。 吾等の 新制 度が 嫌て e 人 A sf なり、 犯？ ら f 消した t に、 群 —信じさせ 
名 必要が ぁる。 …… 犯罪が嗶»した場合にも*犯罪の犧牲者と偶然な目擊者と以外には之を知らし 
めないやぅにする必要がぁる。 

プロ トコ— ル 第 ±= 

. 輿論 攬亂の 方法、 

III 四日 常の バンの 奴隸 

日々 の パン CSS め S 樊 人は 沈默 し、 吾等 s 從順— 31 る。 吾等 SES に 群 
衆ょり 引拔か れた 手先は、 公式 文書に 明ら さまに 發 表して 不都合な 事を 論じ、 吾等は 彼等を 利用し 
彼等の 議論に 依つ て 煽動され た 匾 ぎを 利用して、 吾等に 必耍 なる 計畫を 行 ひ、 之を 旣決 事項と して 
群衆に 提示す る。 旣に 決議され たものを 否定す る大膽 さを 有する 者は 居ない。 まして、 旣決 事項が 
進步的でぁる理由で提示された時に於てを哉でぁる。新聞紙は、特に新しい問賴に對する興味を唆 
10。 ( 吾等が、 群衆を して 新奇を 好む 樣に 仕向けた ことは、 勿論 だ。) . 

- 六 三 
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六 四 

I ||五政治問题 

自ら 論じて 居る 問題に 對 して すら 何等の 理解を 持たない 「運命の 奴」 たる 人間は、 爭つて 新しい 
問題を 論じよぅと する。 政治の 問題は 數 世紀 前から 之を 創め 之を 指導して 來た もの 以外には、 容易 
に 近寄れる もので ない。 

此等凡てに依つて群衆の輿論を調査した上で、吾等は、吾等の計畫の完成を容易にするのみであ 
る。 其の 事は、 諸君 も氣 付かれる であらぅ。 又、 諸君は 吾等の 行爲で なく、 時々 の 吾等の 發表 C 、 
.吾等が赞成を求めて居ることに氣付かれるであらぅ。吾等は、全て吾等の方法を行ふに當り、样 *: 
の幸鼷の確實性への希望を手段とするのである。 

111 六 商工業の 問題 

政治に 餘りに 熱心なる 人々 の氣を 外ら す爲に 、吾等は 新しい 問題と して 工業 問題を 提出す る。 彼 
等は熱心に此の問題に沒頭する。群衆は、新しい職業を得ると云ふ條件で、何等することもなく、 
所謂 政治 運動には 飽き、 靜かに して 居る ことに 滿足 する 〇 ( 所謂 政治 運動に 於て、 吾等は 群衆が 中 
介を 以て 政府と 爭ふ樣 に 慣らした ので ある。) 吾等は 群衆に 政治の 同じ 方面を 示す ので ある。 

111 七 遊獻と 遊び場 



111 七 遊獻と 遊び場 



群衆を 考 へる こと e な s 樣に する 爲に、 遊？ S と S ®、 情 f 震と so 、 彼等の 頭を 

思索から 外ら すので ある。 其の上で、 吾等は 新聞紙に 依って、 藝 術、 各種 スポ ーッの 絞 技會 

を 催し、 彼等の 考 へを、 吾等が 彼等と 闘は なければ ならない 分野から、 除けて 終 ふので ある。 人々 
は 自ら 考 へる ことから 段々 不慣 となっ て、 吾等 の 考 へる 通りに 話す 樣に なる。 何と なれば (吾等 
の仲間と見ぇない吾等の手先に依って)彼等に新しい思想を吹き込むのは、吾等丈けである， 

111 八 非 猶太 人には 誤れる 擊我 を猶太人には嗜ーっの眞理を 
吾等の 治世が 承認され る 時には、 自由主義 的 夢想家の 役割は 全然 終る。 其れ 迄 彼等は'^ 等の ^ 
に 役立っ。 其れ故 re 、 吾等は、 奇怪な、 新しい、 進步 的と 稱 される 說を 群衆の 間に 吹 込む ので あ 

る。 霉 S かなる 雲を、 進歩と 5 戛 £? 完全 S ? る 事が 出来た。 又、 彼等の 中に 

は 此の 戛？ S され J 味、 則ち i は 只 一っで、 進化す t の 5 す 者は 居な 
1。所謂_ # とは、誤った思想で眞理を « らせるものである。眞理は*吾等、神の選民以外には 

I 

知られない。 

1=九世界 £ »太人の掌中に藏めるための大問題 

吾等の 時代が 來た ときには、 人類を 吾等の 聖 なる 時代に 迄 引き 擢っ て來 た大 問題を 吾等の 代挤 為 

. , , 六 五 
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が 理由 づける CP ある。 此等 SSSS 等 £ 策 S つて 謀れた ことは、 氣付 かれずに 居る 
が、 其の 時に なつて、 誰か 疑 ひを 挾む だら ぅか？ 

ブロ トコ ール蓽 十丨 

世界を 一神教と する ために 

|三 0 モーゼ以外の宗敎の麖止 

吾等の 時代が 到來 した 晓に は、 吾等は* 吾等の j 神；！^ 外には 如何なる 宗敎の 存在 も 許さない • 
此の 唯一の 神に 依つ て、 神の 選民た る 吾等の 運命は、 神の 運命と 結び 合つ た。 又、 此の 神に 依つ て 
吾等の 運命は、 全世界の 運命と 合致した ので あ 厶。 其れ故に、 吾等は 凡ての 宗敎を 破壤 すべきで あ 
る。 若し、 之れ が爲に 現在の 如き 無信敎 時代 S 生した としても、 此の 過渡的 段階は、 吾等の 思想 
を 妨げない す？ く、 來る •へき 時代 c 人民が.、 T >2 SS す— 耳を 傾け— めの 模 
範となるであらぅ。モーゼの宗敎は、禁欲的な、良く練られた敎義のもので、世界中の人民を完全 
に 征服す るで あ t 。 吾等は 之に 依り、 此 QiQ 凡て C 敎育的 效果を 含む 不可思議— 眞理— 




11111 世界は 猶太 人の 奴隸 

其の上で、吾等は如何なる場合にも、吾等の聖なる檯カと過去の其れとを比較する記事を爱表し 
ょうと 心掛ける 。數世 紀に 亙る _擾 の 後に、 漸く 平和が 到來 する であらう が、 此の 平和の 狀態に 依 
って、 吾等の 統治の 慈悲 深い 點が 目立っ て 來る 。吾等は 非 猶太 人の 政府の 過失を はっきりと 指摘す 
る。 奴等の 政府に 對 する 群衆の 憎悪 心を 唆り、 群衆を して、 自由の 權 利ょりも、 奴 萁 的の 安逸を ^ 
ぶ樣に 仕向ける。 自由の 權利 は、 長い間 群衆を 苦しめ、 彼等から 生活の 道を 奪 ひ、 此の 權 利に 依っ 
て、 自ら 爲す 所を 理解し ない 山師の 連中が 群衆を 踏蹊っ た。 …… 吾等が 政治的 基礎を* さう とする 
時には、 奴等を 不必要な 政變に 導く ので あるが、 群衆は、 政變に は 懲りて 居る ので、 再び 政變の e 
ることを恐れて，吾等に賴るのである。奴等の政府は、全く考察カを缺き、人生の眞の幸»を解せ 
中、徒らに社會的幸鼴に對する幻想を追ひ*群衆を苦しめて來た。又、政府は其の計畫が人生の| 
般的關 係を 改良せ ずして 改惡 する のみであった こ とに 氣付か ずに 來 た。 奴等の 政府の 此等の 過失は 
特に 大ビ ラに 發 表する ので ある。 ：.：. • 

1 三 II 猶太の 宗皺の _祕 




吾等の 學者 は、 基督 敎に關 しても 批列を 加へ る。 併し •吾等の 宗敎 を眞 正に 批利 する 者は ない。 
何と なれば、 吾等の 宗敎 の祕密 を 裏切る 者は、 吾等 同族の 中には 一人 も 居ない からで ある。 其れ故 
に 吾等の 宗敎を 根本から 理解す る ものは ない ので ある。 

1111 三 不道徳なる 作品と 未来の 文學 • 

近代 國家の 中に、 吾等は、 不道德 な 劣 惡文學 を 創造した。 吾等の 時代が 始まつ た 後 も， 誓ら くの 

間は、 吾等は 之を 獎勵 しよう。 さう して、 此 等の 恥ず べき 文學 と、 吾等の 演說 、吾等の 計畫 等を 比 

% 

較させ よう。 ♦ 

奴等を 指導す る 法を 敎 育され た 吾等の 賢者は、 演說の 草案、 計畫 、所感、 其の 他の 記事を 窨 く。 
吾等は、之に依つて、人心の上に勢カを張り、群衆に押利けようとする吾等の思想と知鏃とに、群 
衆を 導く ので ある。 




マッ ソ ヌリ ーと敵 粉碎の 方法 

1111 四 同時に 起る 世界 革命 

到る處、同一の日に起るやう準備された國家革命の援けに依つて*現存國家の無カが決定的に認 
められた後に於て、遂に吾等の時代が創まる。(併し、之には未だ相當の時期、恐らくはー世紀を耍 
する であらう) 此の 時には、 吾等は 吾等に 對する 陰謀の 起らぬ やうに 用心し なければ ならない。 

I Ilf 五祕密 結社の 禁止 

吾等は、此の計畫の爲に、吾等の王の卽位に對して武器を以て双向ふ凡ての人民に死刑の宣吿を 
下す。新しく玟けられる如何なる祕密結社に對しても、同樣に死刑の宜吿を下す。現在存在する祕 
密 結社は 吾等に 承認され、 吾等の 役に立ち、 將來も 役に立つ であらう が、 吾等の 時代が 來れば 、吾 
等は 之を廢 止し、 結社 員は 歐洲の 避 地に 流刑に 處す るので ある。 

||||六非»太人マヴソン貝の暹命 



尙ほ內 情に 通じて ゐる 奴等の 結社 員に 對して も、 同樣の 嚴罰 を 加へ るので ある。 何 かの 理由で 菁 
等が 敬 運す る 人物には、 永久の 流刑を 以て 威嚇す る。 

吾等は新しく法律を發布する。之に依つて、凡ての祕密結社の|を、吾等の政治の中心たる歎 
洲から 速 ざけ る やうに する ので ある。 ， 

吾等の 政府の 列 決は 確定 的な もので、 上拆を 許さない • 

||_|七テ0に依る « 太人の權カ ， 

吾等は、 奴等の 社 # に 不和と 騒擾との 深い 根を 張つ たが、 彼等が 秩序を 保たう とする 爲に は、 吾 
等の不撓な權カを認める以外には方法はない。未來の幸*8を確保する爲に犧牲者を出すことに對し 
ては、 特別の 考慮を 拂ふ 必要がない。 政府は、 自身の 存在の 理由が 其の 特檷の 擁護に あるので なく 
其の 義務の 行使に ある ことを 悟る 必要が ある。 斯かる 政府は、 義務と して、 虐殺を 行 ふこと に 依つ 
V すら、 幸鼴を 確保し ようとす る。 1 0 の 政府が 基礎を 固める ためには、 其の 權カの 威光を 强めな 
ければならない。此の威光は、不撓なるカに依つてのみ得ることが出來る。吾等のカが神祕的不可 
思議 …… 卽ち 吾等が 「神の 選民」 であると 謂 ふ 印象を 與 へなければ ならぬ のは、 其の 故 だ。 近代に 
至る迄の露西亞の專制政治は、それに似たも€であつた。卽ちそれは法王鹿と共に、吾等の敵であ 




つた。諸君は、伊太利に於ける實例を記憧してゐるであらぅ。伊太利に於て流血の慘事があつた" 
f 撤 いた シラ SS 一本 sisi すら、 人 A 毖れ なかつ' 5 は、 彼の 力を 以て、 人民の 前に 
神と して 現は れた 。彼が 華々 しく 伊太利に 歸つた 時には、 人民は 彼を 英雄と 崇め、 不可 倭な ものと 
した。人民が其の勇氣と精神カとの故に崇める人に對しては、彼等は一指をだに»れることが出來 
ない。 - 
1111 八 マヴソン貝の磧 || 

吾等の時代が到來するまでは、反對に、’吾等は世界中到る處にマプソンの組合を創り、其の數を 
殖やす ので ある 0 吾等の 手先と、 手先たり 得る 人物と を、 吾等は 此處に 引き寄せる ので ある。 マ， 
ソンの 組合は、 吾等の 主たる 事務所と なり、 吾等が 活動す る爲の 有力なる 手段と なる ものである • 

1三九シオン « 人會のマヴソン結社«剌 

吾等は、 凡ての 組合を、 吾等の みが 知る 吾等の 賢人 會本 部の 監督の 下に 置く。 各 組合は、 其の 代 
表を選ぶが、代表の蔭には必ず吾等の賢人會本部が隱れて、組合の標語や計*を發表させるのであ 
る。 吾等は、 マ， ソンの 組合の 中に、 凡て 6 革命的、 自由 的 要素の 中心を 置く 。組合員は、 各階 級 
のものから成立つてゐる。組合の最も祕密なる政策も吾等に通知され、其の實行の時から吾等に指 

X 七 一 



導されるのである1 

I 四 0閗«と « 太—マッソン 

多數の 紐 合 員 中には、 國內 警察 員と 國際 警察 員と が 屬 して ゐる 、何ん となれば、 (アゼ フ事 件に 
- 於け るが 如く) 彼等の 仕事は 吾等に なくて はならぬ ものであるからで ある。 警官は、 强情た 人間に 
對 して 手段を 講ずる 許りでなく、 吾等の 行動を 隱し 、不平の ロ實を 创作 する ので ある。 

.一四 一 祕密 結社を 動かす® 太丨 マヴ ソン 

祕密 結社に 加入す る 者は、 大槪 野心家で あるか、 山師で あるか、 さもな く ぱ輕 薄な 人間で ある • 
吾等の 計畫を 完成す るた めに、 吾等が 彼等と 協議す る ことに 何等 困難は ない。 

叛亂が起ることがあれぱ、其れは吾等が大きな團結を破壤するために社會を混酰に導く必要があ 
つたこと を 表明す る。 叛亂の 陰謀が 存在す るなら ば、 其の 陰謀の 首領は 吾等に 最も 忠實 な奴隸 以外 
の 如何なる 人間で もない。 マッソンの 事件を 指導す る ものは 吾等で、 他の 如何なる 人間で もない。 
何んとなれば、吾等は凡ての行勖の最終の目的を知り行動を如何に指導すべきかを知つてゐるから 
•..。之に 反して、 奴等は 何事 も 知らない。 彼等が 其の 計 * を實 行す る 時は、 每も單 なる 一時的 自尊 
心の 成功で 彼等は 滿足 する。 彼等の 計® も、 彼等 自身の 頭から 出た もので なく、 吾等に 暗示され た 



ものである こと すら、 彼等は 氣付か ない • 

r 四 1一 非 猶太 人を 利用しての 成功 

奴等は 好奇心から 組合に 加 人す る。 S は、 S3 合 の援 けに 依つ て 社會的 利益の 分 前に 興から うと 
謂ふ希望で加人する。又た或者は、何等根撺のない、實現不能の夢を公衆の前で發表出來ると奶ふ 
理由で加人する。彼等は、成功と拍手とを心から希望してゐる。吾等は彼等に成功と拍手とを與へ 
ることを惜しんではならない。吾等は彼等に成功を與へる。其の上で彼等の滿足を利用して、吾等 
の 暗示を、 何等の 瞀戒 なしに、 採用させる やうす る ことが 出來 る。 彼等 自らは' 自分の 思想を 考へ 
出し、 他人の 思想を 取 人れ るので ない と 信じて ゐる 。奴等に 一寸した 不成功を 與 へても、 彼等を 沮 
喪させる ことが 出來 る。 斯くの 如くして、 彼等は^ ■新しく 成功を 得る ために、 奴 隸的從 順に 導かれ 
るので ある。 

吾等の同族が其の計聳の達成をのみ考へて、其の個人的成功を輕視してゐるに反して、奴等は、 
其の 個人的 成功を 得る ために、 凡ての 計畫 を すら 犧牲に しようと して ゐる 。奴等の 此の 心理 狀態は 
吾等の 仕事を 進める 上 に 非常 S 立？ ゐる 。見たところ 虎 S やうな 彼等は、 心の中は 羊で ある。 
のみならず、 彼等の 頭 暇は 全く 空虛で ある。 吾等は 彼等に、 彼等の 突飛な 嗜好 物 …： 卽ち 、共 鹿 主 



七 四 

鶬 …… の中に人類の個人性を混合しょぅとする夢を與へた。 

I 四 11 1 共産主義 

この 共産主義は、 世界の 創 生以來 、人類の 各々 の 差異を 作り， 個人性を 生み出す 自然の 最も 大切 
な原則を破つてゐる。此の明らかな事實を彼等は悟らない。又決して悟ることがないでぁらぅ。 

吾等が奴等を盲目的に服從させることが出來るのは、奴等の腦ヵが吾等の其れに較べて著しく遢 
れてゐ るからで ない ♦たらぅ か。 此の 事實は 、吾等の 成功に 對 する 恩惠 的な ものでぁる。 吾等の 祖先 
の賢人は、「手段の前に禱躇してはならぬ」とか「目的の達成のために犧牲を惜しんではならぬ」 
と 謂つ た。 

la 四 テロと 强 鯆 秋 行との 爲に は犧 性 £嫵 親 

吾等の祖先が其の計畫の達成のために、如何に達觀的でぁったか «: 知るこ-^出來やぅ。吾等は 
奴等の 犧牲 者の 數は數 へ. なかっ た。 勿論 吾等 自ら も多數 の犧牲 者を 捧げた が、 其れに 依って、 吾等 
は 此の 地上に 夢にも 想像 出来な かった 吾等の 支配 權を 確立した。 數に 於て は 極く 少數な 吾等 同族の 
犠牲者は、 吾等の 民族 全® を破壤 から 救っ た。 

•IBS マヴソ > A の 犧牲 —非猶 太 人に 自由主義 £丨 



死は 各人 S け— と S 來な い— f る。 新し SSII 1 と 吾等 el と 
の 死を 見る ょり 41、 吾等 S 事に る 人物 S して、 死皋 S 方が ょ ハ。 霉 は、 フラン • 
マッ ソン 結 S を 殺す 時、 其の 仲間 も f 差 挟まない 言、 又犧牲 者 自身 すら 其の 死因が 解らない 
やぅに しなけ S 1 ない。 必要な 時 y は、 結社 5 殺される。 而も、 死 £ つて 死ぬ やぅ 
に 見せかける。 眞 相を 知つ た 仲間が ぁつても、 一人と して 異琢を 申立てる ものは ない。 斯 くして 
フラン •マ， ソン e 間から、 吾等に 對す SS 野心 S 1 を 一掃す る。 吾 S •奴等の 間に 
は 自由主義を 說く 、併し、 吾等 s 震と 吾等の 手代 S しては、 絕霞從 を S るの しで 
|四六非»太人の法镎と權ヵは重耍性 {; 失ふ 

吾等は 吾等 S 勢力を 以て、 奴等 S 政府 S 律の 執行を 最小限度に 制限す る。 奴等 S 律〕 威 S 
吾等が 鼓吹し— 由 主 ss§i へされた。 吾等が 欲し 又霉が 奴等 S? る蠢の 政治 
と 道德と Gse 原則は 裁判所 S て決詈 れる 。吾等は 此の 目的を？ る 爲に霉 とは 引 個の も 
のと 一般に 思 はれ vf 方法、 卽ち 輿論、 新聞紙、 其の 他— 用—。 上院贅 、高 f 吏 等に 至 
1 等 GII 用す る S なる。 奴等の 獸 的な 能力の 低软は 物を 分析し 霞を 下す ことが 出 
來 ない。 又 問題が 如何なる 方向 5 むかを 豫知 f •が 出來 ない。 



|四七神の遘民 

之に 依って 「神の 選民」 の 優越性を、 奴等の 本能 的獸 性と 判然 比較す る ことが 出來 るので ある。 
奴等は 見る ことが 出來 る。 併し 豫見 する ことが 出來ず •又 (物質的な もの 以外に) 發明 する ことが 
出來 ない。 其 故に 自然 自らが 吾等に 世界 支配の 運命を 與へ たと 謂 ふこと が 出来る。 

I 四 八 描 太 人の 法篠は 簡明 

吾等が 統治し、 吾等の 政治の 利益を 公然と 發 表出 来る 時代が 来た 時に、 吾等は 凡ての 立法を 改良 
する。 吾等の 法律は 簡單で 、明瞭で、 確實で あり、 說明的 附則 等を 必要と しない。 此の 法律は 禹人 
が 諒解し 得る 様に 書かれる。 

I 四 九輅對 服從 

此の 法律の 重要な 特質は 權 力に 對す る絕對 服從に 在る。 

一 五 o 播ヵ 濫用に 對する 極 飛 

其 故に、 各人の 貴 任觀 念に 依っ て、 權ヵ 代表者の 權 威の 前では、 如何なる 權ヵの 濫用 もな くな っ 
て 終 ふ。 下級 官吏の 越權的 行爲は 之を 唆 烈に 罰し、 權 力を 試みに 行使して 見ょぅと 考 へる ものな ど 
失く して 終 ふ。 吾等は 政府 機關 の 運用^! IV 政治的 行動を 嚴 重に 監督す る。 何と なれば 行政の 放縦. 



枕 凡ての IS 1 らで I 。 如何な if 如何— 1 せしめ SI — せられ 
る。 行政官の 腐敗、 共謀 等は® せられる 二度®— るれば、 之 等は 影を 消して 終 ふ。 吾等の 主權 
の 威力を 保つ 爲 には 有效 なる 刑 前を 必要と する。 僅かな 違法 行 爲も嚴 前に 處 する 何と なれ"* 女 r 
なる か 法— 權 S 高 I 威 2 と？ — るからで！。 過失の 故 5— 备 f れた者 
は， 主權 、政策 及び 法律 $ i め 政治的 戰 場に 於て I した 勇士で ぁる。 個人的 利— 公生び に 
持ち込む 11 S 合です ら？ こと SS い。— CSI 罪人に 對す I 
なる 同情— 明して 111 si もの 11 知？ 居る。 正 S 、 刑® 
に 衣り 人間 8 育す SS けられ、 司法 SS を 1 爲 —られ なかつ た。 斯 くの 如き 
性格を個人生&£現する事は何等問題とすべきでないが、人類敎育の|たる公牛-活に於ては昨 
されない。 

| 五 I 司法官の 停年 

吾等の 司法官 1 著 555 1 とが 出— い、 何 4 S 第一 S 人—— 
頊强 に 固持し、 新しい 命令 S 容 SS しないから、 is 此の 停年 制 S — 里 探に 
陣容— へる こ とが 出來 るからで—。 此の 制度 SS と？ 好 都— s、 Is 位を 



七 八 

護ら ぅとす る 者は、 奴等の 利益に 盲目的に 從は なければ ならぬ ところに ある。 

IS Z: 司法官 及 其 他の 高等官に 自由 主 i 止 

1般に吾等の政府の司法官は、其の役目が罰することであ0、法を適用することであることを理 
解し、而して現在奴等の考へて居る如く國家の廢墟の上に自由主義を實現することではないことを 
理解して 居る 人物から 探 用され る。 尙ほ 役員の 更迭は 奴等 仲間の 團 結を 覆す 爲に 役立ち •役 a は 彼 
等の 運命が 密接に 關 係す る國 家の 利益の 為に 働く ので ある。 新しい 時代の 司法官は 人民の 關係 の秩 
序を 害する 檯カの 濫用は 許すべき でない ことを 敎 育され る • ， 

現在の奴等の阂法官は其の義務に對する正しき認識を有せず、凡ての犯罪に對し寬大である。之 
は 現在の 元首が 司法官を 任命す るに 當 り、 資任 の觀 念と 联務に 對 する 認識と を 彼等に 吹き込む のを 
怠つ て 居る からで ある。 恰も 其の 子供を 食物の 蒐集に 出して やる 野獸の 如く、 吾等は 其の 家來に 牧 
入の '# い 地位を 輿へ、 奴等に 其 等の 地位が 何故に 存在す るかを 說 明し ない。 其 故に 政府は 自らの 力 
と 其の 行政 行爲 とに 依つ て破滇 される であらぅ •此の 結果は 來 るべき 吾等の 制度の 好 参考と なる。 

吾等は吾等の政府の凡ての地位から自由主義を廢除して終ふ。吾等の人民の敎育は吾等の政府に 
全く 從屬 して 居る。 



吾等 自ら 司法 的敎 2 みを 之 等 S 育 S 用し ょぅ。 

I 五 11 1 世界の 金 

官吏の退班は吾等の金庫に大きな負檐を負はすのではないかと读ふ疑問が起るが：吾等は之に次 
の 如く 答へ る。 

第一に、 官界に 地位を 失つ た 人物は 私營 事業に 地位を 求める 樣に する。 第二に， 世界の 凡ての 金 
貨は 吾等 £ 中に 集つ た爲 に、 吾等が 多額の 费用 を 惜しむ 必要は 老 もない。 

吾等の 獨我荒 て に 及ぶ。 吾等が $ ると* 5 等の 意志が 反？ 受け， 蠢 され、 實む され 

るのは此の故でぁる。 

|五西 « 太丨マヴソン權カ 

如何なる？、 不滿 4 S 考慮に 人れ t と S らな . S 。 懲戒 的 齧 £? 凡て の 犯 行は|0 
へられて 終 ふ。 

I 五 五、 上訴 權の 禁止 

吾等は 吾等の 法廷の 判決を 無效 にす る 上訴の 制度は 廢 止して 終 ふ。 何と なれば 人民に 吾等の 判決 
が 不正で ぁ f 5 思想を 抱かし めて はなら S らで t 。 若し 判決に？ の ぁつた 場合に S 等 



..自ら判決を破棄し、義務と貴任とを理解しなかつた司法宫の刑罰を行つて、同じ樣な場合が再び繰 
返されない樣にする。もう一度繰返して言ふが、人民は良い政治と共に良い官吏を要求する檷利が 
あるから、 政治の 根本を 理解す る 吾等は 人民が 全く 吾等に 滿 足す る樣に 注意 すれば ょいの だ。 

|£六吾等の世界王の家長的外« 

吾等の政府は其の主檯者に依つて人民の族長たり、家長たり、保護者たるの外観を備へる0主« 
者の 人格は、 群衆の 眼からは、 群衆の 要求、 人民 相互、 人民と 統治者との 關係 等を 常に 考臌 する 父 
と 見える であらう。 

I 五 七 猶太の 世界 王の 神化 

若し群衆が平和と繁榮との世界を求むるならぱ、彼等は吾等の王の保護なしには何事も出來ない 
ことを 悟る であらう。 彼等は 吾等の 主檷の 前に 跪き、 吾等の 主權を 尊敬し、 神と 祟め るに 至る だら 
う。 吾等の 手代が 群衆の 檷 利を 侵す もので なく、 主權 者の 命令を 軍に 實 行して 居る ので ある ことを 
彼等が確めた時に於て，特に然りである。群衆は考へ深い親が義務と服從との法則汇依つて小兒を 
敕育 する 如く、 吾等が 凡てを 整理した のを 見て滿 足す るで あらう。 

|五八 « 太の權カの«對性 



吾等の 政策の 秘密に 關 して 無智なる ことに 於て、 群衆 も 亦た 奴等の 政府 も 恰も 赤兒で ある* 
諸君が 見る 通り 吾等の 専制は 權利と 義務との 上に 建設され る。 義務の 完全なる® 行を 要求す る檯 
利を 行 ふことは、 政府の 第一の 義務で ある。 最も 强い權 利を 有する 政府は、 自然の 法則、 卽ち 服從 
の 上に 建てられた 秩序に 人類を 導く ので ある。 此の世に 存在す る もの 凡ては 何 かに 服從 する。 若し 
他のカに服從するでなければ事情に服從し、又は自ら <0- 性質に服從する。然り如何なる場合にも 9| 
者は强者に服從する。其故に人類幸輻の見地からしても吾等は最も强くならなければならぬ。 

旣 に確定された秩序を破るー個人を犧牲にするに吾等は禱躇してはならぬ。何となれば惡に對す 
る 懲戒 的 刑罰には 敎育 的の 大きな 意義が 存在す るからで ある。 

一 五 九 椹 太の 血抹に 依る 世界 王 

ィスラ H ルの 王が 其の 聖なる 頭に 歐洲が 捧 ぐる 王冠を 戴く 時に、 彼は 全世界の 族長と なる ので あ 
る。 吾等の 王が 戴 冠す る爲に は 相當の 犧牲 者を 必要と する。 併し 其の 數は 、數 世紀に 亙って 奴等の 
政府の 吾等に 對 する 反感と 權勢の 遂行との 爲に 供され た 吾等の 犧牲 者の 數には 決して 及ばない。 吾 
等の 王は 何時も 人民と 密接な 接觸を 保ち、 講壇の 上から 演說 をす る。 演說は 直ちに 全世界に 撰 めら 

. K るので ある。 



八 ニ 

ブロ ト n 丨ル蓽十六 

敎育の 廢止 

|§ 敎育 の猶太マヴ ソン 化 

吾等 以外 S 凡て S 集團 力を 破壤 する 目的で、 吾等は 集围 主義の 第一 段階た る大？ 2 する。 其 
の上で吾等の計$に基く新しい大學を創設する。.學長と敎授連とは吾等の祕密の計畫に依つて、祕 
密裡に養成され、如何なる場合にも彼等が吾等の計畫の儘になる樣に仕組むのである。彼等.畢長 
と敎授 とは 特別の 注意を 以て 任命され、 吾等の 政府には 絕對服 從を强 ひられる ので ある 0 
政治問題と 國法 問題と に關 する 凡ての 科目は* 敎 育ょり 之を 除外す る 。此等 の 科目は 寺 て選ば.て 
た 極く 少數の 人物に 敎へ るに 止める。 大畢の 門ょりは 軎劇や 悲劇を 作る 態度で， 政治問題を 論ずる 
靑ニ才 を出さぬ樣にする。政治問題に對しては奴等の祖先も決して理解することが出來なかつた。 
政治問題に對する認識不足かち、奴等の多くは夢想家となり、又善良ならざる市民となつた，奴 « 
の普通敎育が奴等を如何なるものにしたかを薄君は知つて居るであらぅ0過去に玲て4、社 # 序失 



を弱める爲の各種の原則を敎育の中に紹介することが、吾等に取つて必要だつた。併し吾等が權カ 
を握った時に、敎育の中から、混»を釀す總ての科目を避け、声年をして，平和と平穩の支柱であ 
り、希望である吾等の支配者を愛し、權カに對して絕對に從顒なる小兒にすることが必耍である。 
菩等は古典の學修を禁じ、又脹史は良い寶例ょりも惡い實例を多く提示するから、之を«し、吾等 
の 未來の 計畫に M する 硏究 を 始める。 吾等は 奴等の 回想 錄 ょり、 吾等に 不都合な 過去の 出来事を 除 
去し、 唯に 奴等の 政府の 過失を 指摘した ものの みを 线 して® く。 吾等は 吾等の 敎育の 第一の 計* と 
して、 實 生活、 當然 なる 社 # 秩序、 人民 相互の 關係 等の 硏究 、社 會惡の 酵母た る 利己的 罪悪を 避け 
る 義務、 其の 他の敎 訓的 事項を 舉げ る。 敎育は 、職業に 依っ て區 別し、 如何なる ロ實を 以て も敎育 
の 畫一 化を 行つ ては ならない。 

以上の問題は本質的に特に重要である， 

I 六 I 陏錶 の敎育 

各階 級は 其の 特有の 目的と 仕事と に 依つ て、 嚴格 な， る 制限の 上に、 敎 育され なけれ ぱなら ない • 
棰く 稀なる 天才は、 他の 階級に 轉入 する ことが 可能だった。 亦た 今後 も 可能で あらぅ。 併し 無能者 
が他の階級に入る £ とを許すことは、生來の天分と天職とに依って其の位《にあるものの位置を奪 

, , 八 三 、 

. ? \ 



ふ結果となる。之は全く愚なことである。斯くの如き懸を杵した奴等に取って、如何なる紿果が® 
った か T 其は 諸君 も 充分， 承知で あらぅ。 

I 六 II 吾等の 世界的 主權 の爲 の敎 « • 

奴等が心から吾等の主權を認める樣にする爲に、學校と公共の場所とに於て、吾等の主檷の活動 

と其の計畫との利益を敎へることが必要だ。 

I 六 11 1 私肢敎 育 禁 土 

吾等は凡ての私營敎育を廢する。畢生は俱樂部に於て4、叉畢校贮於ても、父兄と共に集まるこ 
とを 許される。 此の 1 合に 際し、 又は 祭日 It : 、 敎授 連は 所謂 公開 講義に 依り、 人民 相互の 關係 と模 
倣との法則に關し.、無制限なる競爭の弊害に就て講じ、最後に未だ世閬に知.られざる新學說に進属 
ぶので ある。 • . 

I 六 四 猶太 的學說 は 典 斷 

吾等は、 新 學說か ら一 の獨斷 を 作り、 夫れ に 依って、 奴等を 吾等に 對 する 信仰に 導く。 余が 現在 
及び 將來 £ する 吾等 C ' 行動 表 I ? 時に、 余は 此の 雲 sf 述べょぅ。 

ー六五思索の自由の禁止 



# N 

人間は 思想に 依っ て 生活し、 思想は 敎育に 依っ て授计 られて 居る から、 畢修 者の 階級と 年齡 とに 
差異があ_っても、結局は敎育は同じ效果を舉げる。此の事實を知み吾等は、吾等の利益の爲に奴等 
•の 獨創 力を 根絶す るので ある。 吾等の 計畫と 目的との 爲 に、 吾等は 奴等の 獨創 力を 物質的 方面と 吾 
等に 必要な 方面との みに 制限す る樣に して 來たが 、此の 奴等の 獨創 力の 餘 光を すら、 吾等の 利益の 
爲奪ひ 取って 終 ふので ある。 

I 六 六 皮相 的敎 育— 資物 畫敎宵 
奴等の 思索を 壓迫 する 方法は 旣に嚴 格に 行 はれて 居る* . 

例へ ば實 物寮敎 育と 呼ばれる 方法で、 奴等の 思索 力は 弱められて 居る。 此の 敎育に 依つ て 奴等は 
铕を 提示され なくて は、 何事 も 理解 出來 ない 様な 動物に なつた。 佛蘭 西に 於て は、 吾等の 最も 尊敬 
すべき 手先、 ブル ジ • ァ 氏が 此の 新式 實物敎 育の* 施を 發 表した。 
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. 八 六 

• . 一 - 

プロ 卜 n |ル第 + 七 

■ 

法學 者と 宗教家との 信用 失墜の 方法 

|六七法|と辯護士 

辯 護士 制度は、 冷酷な、 慘酷 .な、 又た 頑固な、 如何なる 場合に も 人情味を 捨て V 純 法律 的な 方面 
に走らぅとする人間を養成する。彼等は、社會の利益の爲でなく，單なる辯護の爲に凡てを處理す 
ることに慣れて居る。彼等は如何なる辯護でも拒絕することなく、法律の後妙さを利用して，如何 
なる 代償を 拂つて も 無罪に する 揉に 努力す る。 之に 依つ て、 彼等は 法廷を 堕落 させて 了つ た。 其 故 
に 吾等は 此の联 業を 狭い 範圍に 限り 辯 護士を 執行 官に 任じょぅ。 辯 護士は 司法官と 同じく 訴人と 交 
渉す る播 利を 剝奪 される。 彼等は 法廷ょり 事件を 受取り、 法律 的文軎 と報吿 とに 依つ て 事件を 調 % 
し、 法廷に 於て 彼等の 顧客を 審問し、 事件が 明瞭に なつた 上で 辯 護に 從事 する。 斯の 如くして 利害 
に依らず，證據に依つて指導される正しい公平な辯_が行はれる此ぁらぅ。之に依つて現在の陪審 
制度の瘩敗をなくすることが出來る。而して陪審官が多額の金を拂ふ者に事件の勝利を導くことに 



滿足 する ことな どの 事例は 失くなる であらぅ。 

一六仍非猶太人佾侶の不評利 

基督 敎僧侶 の 信用は 吾等に 依つ て 破壊され、 彼等の 使命 も 塞な しにな った。 彼等 僧侶は 吾等に と 
つて 實に .厄介物で ある。 • . 

|六九傖敎の自由—基督敎の破编 

併し 彼等の ゴ ィムに 對 する 勢力は 日一日と 弱められた。- 信敎の 自由は 到る 處で 叫ばれ、 其 故に 日 
ならず して 基督 敎は 完全に 破壊され るで あらぅ。 吾等は 其處で 他の 凡ての 宗敎 を 破壊す る。 併し* 
此の ことを 公然に 發 表する には 未だ 早 過ぎる。 吾等は 僧侶と 基督 敎的敎 育と を 弱め、 人民 間に 於け 
る その 勢力を 昔の 偉力がない 様に する。 

. I 七 0法王靡に對する堪太の «- 畫 

法王の 宮殿を 徹底的に 破壊す る 時が 來た 時に、 見へ ざる 吾等の 手は 宮殿を 指し、 奴等を 一揆に 導 
く。 併し 群衆が 宮殿に 集ったら •吾等 自ら 法王の 保護者の 如く 現は れ 、流血の 慘事が 起らぬ 樣にす 
るので ある。 此の 牽制 運動に 依り 吾等は 其處に 入り込み、 凡てが 破壊され る 迄は、 吾等は 去らない" 

I 七 一 猶太の 王は 世界的 « 敎の K の 王 、 

八 七 



吾等の ィスラ H ルの 王は 世界の 眞の 法王で あり、 國際敎 の 神父で ある。 

吾等は 奴等の 靑 年を 過渡 時代の 新しい 信敎に 導き、 其の上で 吾等の 宗敎に 導く ので ある。 吾等は 
現在の 宗敎に は 直接 手を 觸れる ことを せず、 批評に 依り* 又 紛爭を 煽動す る ことに 依つ て 彼等と 對 
抗 する。 ， へ 

• I 七 二 猶太 的 新聞の 破禳的 使命 

國家的事件や宗敎問題に對する奴等の無能を吾等は吾等の新聞に依つて嗥芘する。 |>1 露に當つて 
は吾等の天才的人物のみが知る各種の方法を以てし、最も不正直なる言そ用ゐるのである。 

I 七三 * 察 制度 

吾等の 政府は 印度の 神 ヴィシ " I ヌ ー 神に 似て 居る。 吾等の 百の 手の 各々 は、 國家 の 社 會 的機關 の 
一つ一つを 握る。 吾等は 公式の 臀察の 助けな しに 級て を 見る。 吾等は 公式の 警察を 腐敗 させ、 奴等 
の政府にとつて社會の事情を觀察する際に役立た 1«1 ものとした。吾等の時代に於ては全人民の三分 
の 一が 他の 一一 f 分の ニを 監督す る樣な 仕組みに する。 彼等 三分の 一の 人間は 義務の 觀念か らと 、進ん 
で國家奉仕の意思から、監督に從事するだらぅ。吾等の畤代には間諜となり、又た密吿者となるこ 
とは 恥ず べきで ない。 反つ て 夫れ は 褒めら るべき である。 併し 誤つ た 密吿に 對 しては 密吿の W 利の 



醢 用を 戒める 意味ょり 重罰を 課する。 

•吾等の 手先は 上流 階級から も 下流 階級から も 採用され る …… 官吏から も 出版者から も、 印刷業 者 

から も、 ^ 籍 業者から も、 手代から も、 勞锄 者から も' 馬 車屋から も、 下僳か らもと 謂 ふ樣に 

祿察 は 全く if 利を 剝 奪され、 自ら 行動す t と 4! 出來 ず、 又 其れ故に 何等 S 勢力 も 有？ 取に 
證據 を擧げ tAJ と吿發 する こと 以外には 何もし ない。 供述 sfi とは 資任 i 監 
理 人の 國雜に 委任され て 居る。 逮捕の みは 憲兵隊と 都市 警察と に 依つ て爲 される 政. 拓^ ■題に W す 
る 見聞を 報吿 しない 者に 封して は、 若し 彼が 嫌 匿、 或は 共犯の 嫌疑が 濃厚— 合には 之を 罰する。 
|七四ヵジルー間譌制度の9^ 

吾等の仲間は背信者及び吾等に反感を持つ者を責任を以て告發する。吾等の世界王の國家にむ丫 
斯くの 如く 國家に 仕へ る ことは 人民の ft 務で ぁる。 

I 七 五官 吏の 權ヵ薏 用 

吾等は 組？ 依つ て 凡て s 檯 力の 濫用 备し 、吾等の 手先と 吾等の 超人的 法則の 置 S つ £ 
等の 習慣？ S 人し—— して I 。 丨 權ヵ CS 用、 奴 SIS 敗は 社會 的 從亂を 
酵す爲 に 吾等が 用 * て來た s で f %。 丨 霉 Gnu 的を 達成す る 5他£何な る 方法が ぁつた 




I « - . 
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だら ぅか。 …… 社會 制度を 癍 敗させる 方法の 中で 最も 重要なる は •吾等の 最高 手先の 使用で ぁる • 
彼等は、 偏狭、！ i 力 e - ig 用 一、 特 S も § なる 收馨 s 惡 傾向を 葉し、 詳？ t と S つて， 
他の 手先を 感化す * 5 ことを 許される。 

秦 

プロトコ—ル第 + 八. 

. 混 亂の酵 生 

V 

I 七 六 ソヴ X 丨 卜 * 察 制度 

吾等の 時代 S つ 3 、現在 S 西？ 於け る才 7 ラナ (儀仗兵 ) S き 特別#? 必要と する 
•^ に (私 8警備は國家の威カを破壊する寄毒でぁる)吾等は反つて泥亂を裝ひ、吾等の雄 » 家に依 
つて 不平を 表明す る。 同樣 c 思想を 有する 者は、 雄 辯 家の 言に 同情す る。 之に 依つ て、 吾—- 搜 K 

と 監視 QS を 5。 讓と毳 1 ずる 吾等？ 先は、 吾等 £ 察の 中忙灵 «)' 込ませる。 

|七七煸動家の監督 

燥 動 家の 多くは、 單 S 動の 爲 I 動を し， 格 舌の 爲に 雲す るので ぁる。 吾等は 奴等が 何 かの 



« 行 運動に 移る 迄は 彼等に 決して 邪魔を 入れない • 

吾等は單に奴等の間に監視人を送るに止める。檷カに對する陰謀のあつたことを公けにすること 
は、權カの威光を下げるものである。又其れは櫃カの無能を吿甴するものであり，尙ほ恐るぺきこ 
とは、 播 力の 活動の 不正なる ことを 自ら 發 表する ものである。 此の ことは 決して 忘れて ならぬ。 
諸君 も 知つ ての 通り、 吾等の 手先た る 盲目の 羊に 依っ て 企まれた 度々 の 陰謀に 依っ て •吾等は 奴等 
の 統治者の 威嚴を 破壊した。 斯の 如き 人物を 罪に， 導く には， 政治的 色彩を 有する 自由の 述餌を 使へ 
ば、それでょい。奴等が現在用ゐてゐる特別警備の方法に依って、吾等は現存の元首の榷カの威光 
を 失は しめる 樣 に する， 

I 七 八 猶太 王の 警護 

吾等の 時代が 始まった 時に、 吾等の 王は、 人民に 感附 かれぬ やぅ、 秘密の 螫 ti 團に 依っ て 蓮ら れ 
る。 それは 吾等の 政府が 自ら 對抗が 出來ず 、隱れ なけれ ぱなら ぬ 陰謀を 有して ゐ： と 謂 ふ 思想を、 
人民に 起させない やぅに する 必要が あるから だ。-^ し、 奴等が 過去と 現在と に 抱く 思想を •吾等 自 
ら 承認す るなら ば、 吾等の 主權で なくと も、 少 くも 近き 將來に 、來 るべき 吾等の 專制に 死刑を 宜吿 
するを、吾等自らが承認するやぅなものだ。 



外觀 のみに 依れば •吾等の 政府が！ i 力を 行使す るのは、 個人的 又は 專制的 利益の 爲 にす るので な 
く、 全く 人民の 幸輻の 爲に する やうに 見える。 吾等の 王の 卽位に 當り 、人民が 吾等の 政府の* 力を 
尊敬し、 自ら 進んで 警備す るのは 以上の 理由からで ある。 又、 人民は 自分 達の 幸 幅が 全く 吾等の 政 
府に懸 つて ゐる と考へ て、 吾等の 政府を 崇める ので ある。 社會の 秩序と 經濟 とは 全く 吾等の 政府に 
かかつ てゐ るので あるから、 公然と 王を 警備す る ことは、 政府 組 抜の 脆弱なる を 自認す る もので あ 
る。吾等の王が人民の中にある時_には、好奇心から王の廻りに集つて來るやうに見える男女の一圈 
が、 王を 取卷 き、 偶然で あるかの やうに、 彼等は 王の 廻りの 第一 列を 占領し、 秩序を 維持す る爲 
に、 他の 列を 王から 逮ざ ける やうに する。 之は 人民の 謹愼の 模範と なる。 若し、 人民の 中に 列を 搔 
き 分け 請願書を 王に 差 出さう とする 者の ある 時には、 第一 列 目にある 一人が 其れを 受取り • 請願者 
の 目の前に 於て 王に 渡さなければ ならない。 ■之に 依て •總て の 人民が 彼が 差 出す ものは 必ず 王に 届 
き、 其れ故に、 王 自ら 政治を 監督す る ことを 知る。 「王が 御 ^ じで ある」 とか 「王が 御存知になる 
だら う」 とか、 人民が 考 へる 所に、 權 力の 偉光が 存在す る。 

公然 的 警備に 依れば、 主檷 者の 身に 漂 ふ 不可思議な 偉光は 失 はれる。 大袈裟な 簧備を 見れば、 剌 
客は自らが主槽者ょり强いと信ずる爲に、特別に大膽になる必耍もなく*自カを信じ*陰謀を賓行 



する 機 # を 狙 ふ 必要 もない と 思 ふやぅ になる。 奴等の 間に 吾等は 全く 反對な ことを 宜偏 した。 公然 
的螫懶方法に依つて奴等に如何なる結果が起つたか*吾等は能く知つてゐる。 

一七 九 政治犯 罪人の 逮捕 

極く 僅かな 嫌疑を 以て 吾等は 罪人を 逮捕す る。 誤つ て 刑罰す る ことを 恐れて、 政治犯の 容疑 人物 
を 逃がして 終 ふことは、 許さるべき でない。 之に 對 して、 吾等は 全く 容赦し ない。 若し 此グ 例々 が 
(政治犯 罪 S ) 場合に も、 犯罪者を 普通法 律に 依る 刑罰に 問 ふこと が出來 るなら ば、 元首 以外の 如 
何なる 人物 も 理解す る ことの 出來 ない 政治問題に 携は るロ實 が 全くなくなる ので ぁる。 現在に 於て 
も 各 政府は 政治の 眞 觭を 解し ない • 

プロ トコ— ル 第 十九 

> ' 

民衆と 其の 指導者 • 

一八 〇 報告と 請願の 提出 權 v 

吾等は各人が直接に政治に從事することを許すべきでないが、報吿と請願とは之を許し、之を人 

九 三 



民 C 狀態を 改良す る爲 C 政府 G 資料と する。 零 S 求 S ® 妄行 する w - ys るか、 報吿 者の 
無智を 證明 する 批評に 依つ て 之に 答へ る。 

I 八 I 謀反の 制止 、 

謀反は 大 If 小犬が 5 る 位 のも？|。雷 0* 點からでなく、社會的見地から.能く秩 
序を 保つ た 政府に とつて、 小 fsQ 眞價を 知；^ ない 爲 S える 5 しい。 象が 一度 其 S 價を示 
めせば、 小犬は 吠える ことを 止め、 象が 近づく のを 見て 尾を 振る ので ぁる • 

I 八 二 政治犯 罪の 輕蔑 

政治犯 人は 英雄： £ 勇敢 さを 持つ てゐ るが、 其の 偉光を 失は しめる 爲に 、吾等は 此 き 犯罪 も、 供 
盗 殺人 其の 他の 忌は しい 犯罪と 同列に 置く 必要が ぁる。 さすれば、 輿論は 此の 種の & 罪と 也の 
不面目と S 別を？、 同 樣な輕 蔑を 政治犯 罪 に 與へる やぅになる。 吾等は 奴等が 鱟を 防ぐ 爲に 
此の方 法を 採用す る ことを 妨げる 爲に 努力し、 成功した。 

以上の 方 f 行 ふ爲 に、 霉 S 聞を、— sf 、 姿 sy 作られ S 史敎科 f 利用し 
た 一 革命家が 人類 QSS めに 死んだ 時 に、 霉は 彼が 英？ f と宜傳 .； 一た。 此の 宜傳に 依つ 
て 自由主義者の 數は 殖え、 奴等の 數千 人を 吾等の 信者の 仲間に 入れる ことが 出来た。 



ブロ > コール蓽ニ十 

. 金 融 

|八三財政孿说と譯税 

今日、 余は、 余の 報吿の 最終まで 保留した » 、卽ち吾等の計畫の終局でぁ0，結論でぁり、又、 
最も 難解なる 點を 述べょぅ。 

先づ、余が蠡に仄めかした問題、卽ち吾等の行動の總ては計數に依つて解決されると謂ふ言葉を 
再び ■繰返したい。 

吾等の時代が來た時には、吾等の絕對政治は、自己防衢の爲から人民に重稅を踝することを避け 

る。政府は、人民にとつて父でぁり、保護者でぁることを忘るべきでない。 

I 八 四 財 度に 對す る果進 課税 

併し、 政府 組捺が 多額の 費用を 要する ものでぁる 故、 何等かの 財源を 必要と する。 それ故に、 吾 
等は財政の均衡を保つやぅ注意を要する。 

九 五 




吾等の 政府に 於て、 王は 國家內 にある 總ての 財產の 正式の 所有 主たるべき である。 ( C れは 容易 
に 實 現され 得る 。)王は國家內に金を適當に流通させる爲に、(卽ち、金の淬滯を來たさざるやぅに 
丨譯者 註) 必要な 金額を 徽發 する ことを 得る。 それ故に、 課稅は 財産に 對 して、 累進 的に 行は るべ 
きであることが解る。斯くすれぱ、課稅は所有物の高に比例して、何等の妨害なし衡收されること 
が 出來 る。 金 持は、 國 篆 が 其の 財産と 正當 なる 所得の 權利 とを 護る 故に* それに 對 して* 彼等の 所 
得の 一部を 國家に 納める 義務が あると 考ふ べきで ある。 余が 謂 ふ 正當な る 所得とは、 財產 を總 ての 
掠奪から 合法的に 保護す る ことで ある。 

この 社 # 改革は、 社 會平 和の 保證 として 必要な 原則で あり、 獮豫 なく 行 ふべき であるから* 吾等 
の 計 S の 第一に 置か' なければ ならぬ。 貧乏人に 課税す る ことは 革命の 種で あり* W 家に とつて 何等 
の利益を齎らさない。之に依つて、、阑家は小さな所得を得る爲に、大きいものを見逃す結粜になる 
であらぅ。資本家に重稅を課することは、個人の富が增大することを防ぐ役をする。吾等は.現に 
資本家の 手に 富を 集中した が、 之は 單に 吾等の 政府の 力， 卽ち 奴等の 政府の 財力に 對抗 する ものを 
作る 爲で ある。 昔の 割 當課稅 に 比較 すれば、 累進課税は 大きな 牧入で ある。 奴等の 間に 一揆を 起さ 
せ、 不平の 聲を發 せしめる 時に、 吾等は この 割 當課税 を 利用した ので ある。 




吾等の 王が 賴み ！^するカは、勢ヵの均齊と平和の保證との中に存在する 0 1の必要は、其の富 
の 許す 人に 依つ て拂は れな ければ ならぬ。 

以上の 方針， 從 った 課税を 行へ ば、 貧乏人が 金 持に 對 して 反感を もっ ことが なくなる。 又 同時に 
國 家に 必 1 源 S 出され、 平和は 維持され、— は 1 S る •何とな S 、 之に 依っ 
て、公共か利益の爲に必要なるものを提供するのは、金持であることを知らしめることが”來るヵ 
ら で—。 有蠢 級—、 新 f 關 して 不審を 懐 か S す S 、 嫌て SSI 1 
必要が ある。 朝廷の 费 用、 政府 機關の 支出 等は 勿論 例外で あるが …… 。 

國家內 にある 總 ての 財産は 王の もので ある から、 王に 個人的 財産は 全然 必要がない 。王に 若し、 
俩人的財產があれば、王が、國家內の凡ての物を所有すると謂ふ事實が否定される結粜になる。 
王の家族 «* _,|活するが、彼等2呈位繼承者を除いては？|2甚となる 

か、 收 入を 得る爲 に 働くべき である。 

王の家族に屬するといふことは、國家の金庫から徵發するロ贲にならぬ。 

I 八 五 累進 印紙税 

財産の * 渡， 相續の 受託には、 累進 的 印紙税が 課される 。印紙税を 納めなかった 金錢 其の 他の 財 

九 七 



產讓渡に對しては、讓渡の日附ょり、脫稅の事實の發見された日に至る期間、前所有主に|定牵の 
税が踝される。嫌ての讓渡證書は、新舊所有主の氏名を記載して、|週|回づっ所在地の會計院に 
提出 さる. へきで—。 取引 S 事 者 e 氏名 q 報吿 は、 取引が 或 一定 S 以上 £ した 場 t 限られ 
る。 必需品の 購入の 際は、 其の 品物 S 格に 對し て、 極く 低率の 簡單な 印紙税が 徽收 される。. 

扨て以上 .<0 如墨稅法に依って徴？れた收人が、奴等2府^現在の收人8何思多額に當る 
かを注目せ - J : 。 、 

|八六 9 * 摩 

國庫 は、 其の 有する 準備金を 以て 工業を 行 ふ。 國家の 財源に 依って 行 はれる 此の 種の 事業の 發案 
に 依り、 國家的 利害と 王と 勞働者 階級と が 堅く 結び付けられる。 金額の 一 部分は、 發明と 生產獎 » 
との 爲に馮 へられなければ ならぬ。 

國庫に 、一定 額 以外には 一文の 錢も淺 すべきで & い、 何と なれば、 錢は流 通の 爲に發 行され たも 
ので、錢の停滯は國家機關の運行上に惡影響を與へるからである。錢は國家機關の活動を圓滑 «: す 
る 爲の 油で ある。 注油を 誤 まれば 機關の 正しい 運轉は 止まっ て 終 ふ。 

有價 證券を 以て 貨幣の 一部に 換へた ので、 現に 貨幣の 停滞が 甚 しくな つて ゐる 。此の 停滞の 結果 



は旣に 充分 知られて ゐ る。 

I 八 七會 計橡 査院 

次いで、 吾等は 會計檢 査院を 創設す る。 之に 依つ て 王は 如何なる 場合に も、 國家の 收 入と經 費と 
の 完全なる 報吿 書を 見る ことが 出來る やぅす る。 未決算の 今月分の 報吿と 未拂の 前 月 分の 囅吿 とは 
例外で ある。 

國家の財產を掠奪することに興味をもたない唯ーの人物は、國家の所有主たる王であるから、王 

が監督されるなら、圃家は損失と浪费とから达れることが出來る。 

|八八.》見«止 

縝て 謁見は 儀禮 的で、 王の 貴重なる 時間の 損失で あるが、 吾等の 王は、 國事を 監督し、 思考の 餘 
裕を 得る 爲に 、謁見を 制限すべき である。 王の 寵臣は* 王位の 周りを 取り 檐き 、王に 華美を 强ひ、 
國家の利益でなく、彼等自身の利益にのみ注意するものであるが、吾等の王のカを彼等の思ひの儘 
に 委して 置いて はならない。 

一八 九！ d に 於け る $ 

吾等は、 奴等の 間から 金を 絞り取り、 多 類の 資本を 停滞 させ* 各方 面に 經濟的 危機を 起させた • 

• • 九九 



, 1〇〇 
國家は、公«に依つて、貨幣を搀き上げられた。然して、政府が金を必要とする時には、吾等の助 
/ けを 借りなければ ならな くな つた。 公® は、 政府の 財政に、 利子の 支拂の 義務を 負擔 させる。 公 潰 
の爲に 政府は 資本の 前に 屈從 する ことを 餘儀 なくされる 。工業を 資本家の 手に 集中す る ことに 依つ 
て、小エ業を殺して終ひ、人民のカの總てを之に吸牧し、又同時に國家のカの總てをも吸牧して終 
つ た。 、 

_ 九 O 貨幫の 流通 

現在の貨幣の發行高は、各人の消費に應じたものでなく、其れ故に、勞働者の耍求を滿たすこと 
. が 出來 ない。 貨幣の 發行髙 は 人口の 增加に 應じ たものと すべきで ある。 生れた 瞬間ょり 消費す る 赤 
.子で も數に 加へ なければ ならぬ。 貨幣制度の 改革は 全世界の 最も 重要なる 問題で ある。 

一九 一 金本位制 

諸君 も 知つ ての 如く* 余 本位 制は、 之を 抹用 する 政府に とつて 危險な ものである。 何故なら •之 
に依つて貨幣の需耍を滿足させる事が出來ず，尙ほ吾等が出來得る限りの金を金融界から 9| 去つて 
.終つ たからで ある* 

I 九 ニ 未来の 貨鼙 



吾等の 時代には、 一國 の勞働 力の 割合に 從 0 て « 幣を造る。其の時には貨*が紙であつても"木 
であつても構はない。吾等は、人民各々の要求に依つて發行し、1人が生るれぱ貨幣を增發し、1 
人が死ねば之を牺收する。 

人ロの增滅の報吿は各地方廳から之を爲す樣にする* 

I 九 11 1 奴等の 財政 

、 國家の經费の支拂が遲延することを防ぐ爲に，國家は支拂額と支拂期3とを命令に依つて定むべ 
きで ある。 斯 くして、 大蔵省と 他 省との 間の 情實關 係を 一掃す る。 

收 入と 經费 との 報吿は 、常に 比較され 得る やぅに、 對 照して 之を 爲す べき だ。 

吾等が奴等の財政改革案を提出する時に、何人をも驚かさぬ樣にすべきである。吾等は、奴等の 
財政 的紊亂 に 依つ て 難局が 起つ た爲に 、改革の 必要が ある ことを 示す。 最初の 財政 的混亂 は 何處か 
ら起るか。豫算は、次の如き理由で年一年膨脹し、遂に政府は之を停止するの餘镞なきに至る。政 
府は 前半 年は 豫算を 其の儘 實行 する が、 次いで 淺髙 を 三 箇月 間に 浪費す る爲に •史に 修正豫 算を要 
求す る。 卽ち 追加 豫算を 要求し、 遂には 破産 的豫算 に 導かれる。 翌年の 豫算が 普通 豫 If の 總額に 依 
0 て 決定され、 追加が 普通 豫算 年額の 五 割で あるから、 各 年の 豫算は 十 年毎に 三 偖に 遽す る樣に な 

' 101 



10 ニ 

る。奴等の政府の無_著に依って行はれる斯の如き方法に依て、奴等の金庫は空になった。次いで 
公« の發 行に 依って、 淺りの 財 產も喰 はれて 終 ひ、 國* 全 殺を 破産に 導く ので ある。 

I 九 四 現 政府の 公债 

公價は 凡て 政府の 無力を 證明 する もので あり、 政府 自ら 其の 權 力を 了解せ ざるの 結果で ある。 公 
僚は、 デモ クレスの 劁の 如く、 元首の 頭の 上に ぶら 下つ てゐ る。 元首は 臨時 課税を 人民に 課する 代 
りに、手を延べて、吾等の猶太銀行家の慈悲を仰ぐのである。外«は蛭である。此の蛭は，蛭自ら 
落ちる か、 政府が 思 ひ 切つ て 夫れ を拂ひ 除けょ 5とすることを努カせざる限り，決して國家の特か” 
ら離るるものでない。けれど '4 、奴等の政府は、姪の外溃を振0播はふとせず*自ら招いた流血の 
爲に 、國 家が 澦死 の狀 態に 陷 らぅと しても、 政府は 外 潰に 鎚り附 くので ある。 

實際 問題と して 公債とは 何で あるか。 特に 外* とは 何で あるか。 公* は、 政府の 發行 する 約束 手 
形である。公懂は借用した元金に對する幾何かの利子を拂ふ蘸務を負ふ。公«が五分利であるとす 
れば、政府はニ十年間に元金と同額の利子を拂ふ。四十年間には其の偖額、六十年間に其の三侑の 
拥を拂ふ。而も元金は依然として償通されない.。 

そこで、政府は一般骒税の方法に依て、人民から最後の|餞迄絞り取り、外國賫本家，との關係を 




決濟 しようと する。 政府が 利子な しに 同じ 金を 最初から 必要に 應じて 人民より 集める 方が 優つ て * 
るので ある。 

公債が 內國 的で ある 限り、 奴等は、 單に 其の 金を 貧乏人の 懷から 金 持の 懐に 移した に過ぎない。 
けれども、吾等が公債を國際的にする爲に、其の筋の人を買收したときに、國家の全財產は吾等の 
金庫に 移される ので ある。 さう して、 奴等の 凡ては 吾等に 平伏して、 貢物を する ようになる ので あ 
.る。 奴等の 支配者の 國務 上の 輕卒 と、 其の 大臣の 脔 敗と、 其の 官吏の 財政問題に 關する 無能とは. 
其の借金を、到底支拂ひ了ることの出來ぬ程度に迄，吾等の銀行から借入るべく其の國民を餘僂な 
くした。奴等を斯く導く爲に吾等が如何に费用を惜まなかつたか、又如何に努カを拂つたかは、雜 
君 も 知る 答 だ。 

I 九 五未 来の 政府の 公值 

吾等の時代の到來した曉には、吾4は金の停滞することを許さない。又國家のカを蛭の吸ふに $ 

ニ 

せないようにする爲に、一分以上の利子を拂はないやうにすべきである。«券を發行する權利は、 
其の 利益を 以て 利子を 拂 ふに 困難を 感じない 工業 # 社に のみ 與 へられる。 何と なれば、 政府は 事業 
を起す爲でなく、支出の爲に借り、借りた金から何等の利益を舉げることが出來ないからである。 

1 〇 三 
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|九六エ業值券 

工業 ft 券は 國 家に 依って 買 はれる。 國家は 現在は 租税の 徽收 者で あるが、 之に 依っ て亦« 檷者た 
り得るのである。斯くして、貨幣の停滯、寄生的生活、怠惰等は根を挹っ。 

|九七奴等の财政的無能丨奴等の爲政者は»太マゥソンの手代を ¥ ナ 

動物 的に 低腦な 奴等の 思索 力の 缺乏 は、 次の 様な 場合に 明らかと なる。 卽ち 、奴等は 借りた 元金 
に 同額の 利子を 合せた ものを、 其の 金庫の 中から 吾等に 拂は なけれ ぱなら ぬ ことを 考へず に、 吾等 
から利子附の金を借りるのである。政府は必要な金額を其の納稅から摊き上げた方が、最も簡軍で 
は あるまい か。 . 

.此れ實に、吾等の天才を證するものである。何となれぱ、吾等は外«問題 5: 、奴等自身の爲にな 
る ものに 見せかける ことが 出來 たからで ある。 

吾等 S 時代が 到來 したと き、 吾等が 提出す る豫算 は、 奴等の 政府の 負檐を 以て 吾等が 數 世紀に 亙 
って 實地 に經驗 したと ころに 基いて ゐる 。吾等の 豫算 は、 吾等の 新 政府の 利益を 實證 する もので あ 
り、 之に 依っ て 奴等の 政府を 弱める 爲に 吾等に 仕組まれた 吾等の 政府には 全く 望し くない 權カの 濫 
用を 疲する ことが 出來 る。 



雪は、 吾等 S M - 政 制 f 能く證 し、 元首 も 1 く 低 S 吏 も、 僅かな 金額を すら 娶 外に 满 
用す る ことを 禁じ、 又 用 S 一 S 等 s 計畫 S 定 された 時には， 之と 違つ た 用途には 向ける こと 
が 出来ぬ やぅすべき でぁる。 

定つた 計畫 なしには 統治を する ことは 出來 ない。 目的に 邁進す る 英雄 も、 其の 進むべき 河 を 知ら 
ず 必要な 皆 金な しに S 上に 迷 ふ。 吾等は 奴等 SS 元首を 取 f 、 彼の 注意— 事から 離し、 
彼を 儀禮的 謁見、 各種の 儀式、 及び 娛樂に 耽る ょぅ 誘惑した。 斯の 如き 奴等の 元首は、 吾等に とつ 
て、 吾等を 守る g 立 Q 役を する。 奴等 C 元首に 代つ て國家 S 政治を する 寵臣の 報吿 雀は 吾等の 手 
代に 依つ て 作成され る も S でぁり、 未来に 貯蓄す れば宜 いと 謂 ふ 理由で、 先の 見 免ぬ 人間を^^ . X 」 

せる。 「何を 貯蓄す るので あるか。」 「新しい 公 * を 貯蓄す るの ^ •あるか。」 と 疑問を 抱く 

人もぁらぅ。けれ共、吾等の報吿を讀む奴等は、何等の疑問も抱かなぃ。奴等は其の無傾著に & 
つて、 財政 的 混亂に 陷り 、奴等の 人民の 努力に 拘ら ず、 破産の 憂目を 見る 。此の ことは 諸君 も* 知 
であらう。 



10 五 
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ブロ トコ— ル 第 = 十- 

公債と 借款 

丨 |九八函 债 

余は 再び 前# 議ょ りの說 明を！ 8 け、 更に 内* に 關 する 詳細なる 說明 を附け加へやぅ0外债に«て 
は 最早、余は何事も述べることをしない。何となれぱ、外 * は奴等の國家の金を以て * 等の金庫 
を滿たすに過ぎず、吾等の國家にとつて、外國は存在せず、其故に外國的な何物も存在しないから 
である。吾等は奴等の政府に國家の必要とせざる金を « し，彼等からニ倍三偖或は夫れ以上の金を 
摊き 上げる ので ある。 政治家の 腐敗と 元首の 無頓 著とは 吾等に 全く 利用され た。 吾等に 對 して •如 
何なる 國家が 斯くの 如き 仕事を 爲し 得る だら ぅか。 勿論 何事 も爲し 得べき でない。 其 故に、 內 《 以 
外の ことを 玆に祥 しく 說明 する の 要がない。 

公價 を發 行し よぅとす ると きに •政府は 其の* 券の * 出に 對 する 申込を 受ける ので あるが， 公* 
が如何なる人にも容易に手に入るやぅに、額面を棰く低額にする0其れと同時に最初の申 & ^ 對し 



ては、 割引を する。 晉 には 故 f 價 格を 引上げ、 蠢民が 申込 i 到し $ ぅに 見せ掛け ざので 
ある。 數日 後には 政府の 金庫は 一杯に なり、 金の 置 所に 迷 ふに 至る。 (其れでは 何故に 之を 受ける の 
であらぅ か。) 申込 高は 屢 々公* の 發行 高を 越える •政府 發行の 約束手形に 對 する 信用は 斯くの 如き 

ものである。 

I 九九 政府の 債務と 課税 

併し， 此の 喜劇が 演ぜられた とき、 政府には 單に 重い 潰 務が统 り、 其の 利子を 拂ふ爲 に 再び 新し 
い 公* を發 行す る ことを 餘儀 なくされる。 此の 新しい 公* に 依つ て も* 元の * 務 を 決 * する ことは 
出來ず、單なる«務の增加を來すに過ぎない。政府が信用を失ふときは、新なる課税を »: け、元金 
でな く 元金の 利子の 返濟に 充てなければ ならない。 此の 課税は 憤務 を決濟 する 爲に 抆 けられる 債務 
である。 

二 00 公债 の传 8と利子の顚落 

總ては 、公 潰の 借 替を行 ふべき 時が 來る 。此の 借替に 依って、 單に 利子 支拂 を少 くす るの みで、 
元金の決濟をすることは全<出來ない。又、此の借替は潰*者が同意しなけれぱ、之を爲すことが 
出來ず 、借 替の發 表が あった 時に、 證券の 借替を 欲しない ものは 其の 元金の 取戾を 請求す る。 若 レ 

一 o 七 
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も 凡ての 憤 權者が 彼等の 金を 取戾 さぅ と 云 ふ 希望を 發 表するならば、 政府は 自らの 網に 掛り 、憤 權 
者が 要求す る 金を 支拂 ふこと が 出来なくなる。 幸 ひに 奴等は 財政問題 に 就て は餘り 通暖せ ず、 新し 
い 投資の 危險を 冒す ょりは、 爲替の 損失と 利子の 低下と を 選んで 居る。 若し 新しい 投資を すれば、 
奴等は其の政府に一度ならず數百禺の缺損から解放させる可能性を與へた答でぁる。 

扨て 外 潰に 於て は、 奴等の 政府は 以上の 如き 洒落れ た眞 似は 出來 ない。 何と なれば、 奴等は 吾等 
が 凡ての 元金の 返濟を 請求す る ことを 知つ て 居る からで ぁる。 

= o I 國家の 破産 

斯くて 破産は 起り、 人民と 國家 との 間に 何等の 利益 關係が ない ことが 知れる。 、 
以上の事實と、次に余が說明せむとする事項とに注意を向けるやぅに、余は諸君に切望する。 

ニ0 二 國債の 整理— 短 朝 公債 

現在內價の凡ては比較的期限の短い、所謂短期公«と謂はれるもので整理されて居る。公情は、 
貯蓄銀行にぁる金と準備金庫にぁる金とから支出される。斯かる金が政府に入り、長い間政府の手 
の中にぁれば、單に外債の利子を拂ふ爲に费消されてしまふ。而して其の後に同額の公 « を以て充 
當 される。 



奴等の 政府の 會計の 凡てに 穴を あける のは、 此の 公 * である • 

二 0111 賫 金珉引 所の 廢 止 

吾等が 世界の 王位に 登つ た 時に、 之 等の 財政の ヵラク リを 跡形 もな く® 止して しま ふ* 何とな れ 
ぱ，之は吾等の阶益でないがらである。吾等は同時に公共の赉金取引所を蔌止する。何となれば、 
有價 證券の 價格の 變動に 依つ て 吾等の 檯カの 威光が 動 梅す る やうな ことがあつ ては ならぬ からで あ 
る。 有 S 券の 價 格の 動 梅の ないやう に、 法律で 決めなければ ならぬ。 (騰貴は 下落の 基と なる。 
其れ故て 吾等の 活動の 初めに 於て 吾等は 奴等の 證券を 弄ん •たので ある。) 

|10四エ業值赛の課稅 、 . 

吾等は 取引所の 代りに 公共 信用組合を 設ける。 其の 目的は、 政府の 觀 察に 從 つて、 1 に 課 
稅するにある。此の組合は-1日五億の割合で 1- 業«券を市場に資出し*斯くすることに依つて凡て 
の 工業 的 企業を 吾等の 思 ひの 俊と する。 之に 依つ て* 吾等が 如何なる 權 力を 得る ことが 出來 るか、 
諸君には 想像が つくで あらう。 

10 九 
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プロ ト n 丨ル*=十ニ 

國 際金權 支配の 福祉 

IIO 五 ^ 代の 秘密— 猶太 的 計晝と 射 政 政策 

, 余が 今迄 X 說 明して 來 たこと に 依って、 余は 過去 及 現在の 祕密的 出来事の 眞相 を箝 君の 前に 提供 
しょぅとした。凡ては運命のまにまに動いて居るが、吾等は近き將來に結果を見ることか出來る。 
吾等と奴等との關係と吾等の財政的活動との中に、吾等は吾等の計畫の祕密を漏した。此の間賴に 
對 して 今は 殆んど 言 ふべき 何物 もない。 

IIO 六 多額の 金— 未来の 繁榮 の棄 

吾等は吾等の手中に近代的國家の.最も偉大なるヵ、卽ち金を獲得した*吾等は吾等の欲する如何 

なる額でも吾等の金庫からニ日の猶豫がぁれば持って來ることが出來る。 

吾等の 政府が 神に 選ぱれ たことは、 證 明の 要が ぁる だら ぅか。 吾等 の眞の幸鼹を得る爲に、數世 
紀の 間、 使用し なければ ならな かつた 凡ての 惡を 、今、 吾等の 偉大なる 畜の 力を 以て、# 理し 得な 



W だら うか。 秩序は 建設され るで あらう。 多少の 赛ヵ に 依る に 拘ら ず、 遂に 夫れ は 成功す る だら 
う。吾等は此の苦惱の地上に、眞の幸輻と個人の自由とを*し、同時に吾等に依つて制定された法 
律を屉行すると云ふ條件で、平和と個人間の尊联とを保陣し、眞に吾等が恩惠者であることを箝明 
するのである。吾等は自由とは暴飮の檷利の中に、又は放縦の權利の中に存するものでないことを 
說明しょう。又同時に、個人的諱联と個人的のヵとは、信敎の自由、平等の權利、其の他の破壤的法則 
等を 要求す る檷 利で ない ことを 說 明しょう。 又 同時に、 個人的 權利は 、騷 々しい 集 # に 於て 箱 舌 的 
才能を 示し、 自らと 他人 權とを 煽動す る權 利で ない ことを 說明 しやう。 a の 自由は、 W ) 雅 生活の 法 
則を、 正直に、 又 正確に， 守る 人を 保護す る處に 存す る。 個人的 緣鲅 は、 其の 權 利の 認識と、 無檷 * 
利の檷利の認識とに存し、かの自我と謂ふ思想を好奇的に發展させることに存するものでない* 

二 o 七 群衆と 神 權との 上に ある® 太の 力 

吾等の支配は光輝あるものである。何となれば、其のヵは强く、又夫れに依つて統治をし*指 9 
をす る ことが 出來 るから、 又、 吾等の 政治を 雄 辯 家 や 群衆の 指導者の 指導に 委せて 置かない からで 
ある。 彼等は 愚かな ことを 叫び、 大きな 主義を 唱 へ、 本當 の 意味から 言つ て 夢想家に 過ぎない ので 
ある。吾等のヵは凡ての人類の幸鼷と秩序とを創めるの强制者である。此の權ヵの威光は人民の尊 



敬を 集める d 眞の 力は、 他の 如何なる 權 利、 卽ち _權にすち屈服しない*此の « カのー部分でも« 
らさ ぅと 努力す る ものは 居ない。 

• ブ ロト n I ル 第 = 十一 I 一 

國際 金權の 金縛り 

|10八聱瀑品製造の制班 _ 

奴等を 服從に 慣らす 爲に は、 奴等に 節儉 を 獎勵 しなければ ならず、 吾等は 费澤物 の生產 を 制限す 
名 ことにする。 之に 依れば 奢侈の 兢爭に 依つ て寤 敗した 習俗を 革め る ことが 出來 る'* 

二 o 九 小 H 業の 再建 I 

吾等はエ業家の私有資本に害を與へる小エ業を再び創始する。現在に於ては、大エ業家が無意» 
€中に 群衆を 反政府 運動に 導いて 居る ので、 工業 家の 私有 資本と 謂 ふ ものは 吾等に 必耍 である* 

I ニ O 失」 業 

小エ業に從事して居る國民には失業はない。彼等は旣存の秩序に密接に從屬し、又其れ故に權カ 



• HB して S 。 失 索は 國家 にと つて 最も 危險な ものである。 失？ 依つ 5 力が 我等の 手に 移つ 
た 瞬間に、 失業 そのものは 其の 役目を 終る ので ある。 ， 

II I I 暴飲の 紮止 

アル コールに醉ふことは法律に依つて禁じられ、破廉恥罪として罰せられる。何となれば飲捫に 
耽る 人間は アル n 1 ルの 力に 依つ て獸 的になる からで ある。 一 

余は 再び 謂 ふ、 人民は 彼等ょり 完全 S 立し S い 手に のみ 盲 的に 服從 する。 此の 强い 手の 中 
に、 社 會混亂 £ して 彼等を f 、 彼等を 支 i 劍が— 樣に群 衆篇 へる。 人民は 其の 王に 天使 
.の 如き 善良な 人格を 要求す る だら ぅか。 却て 彼等は 王の 中に 力と 檷カ との 化身を 求める のて ある 

一二 = 現存 政府の 崩壞— 描 太の 主權の 建 技 

吾等に 依つ て 腐敗 させられた 社會 の眞 只 中に 存在を 續 けて 居る 現在の 政府は、 神の 力を すら 否 a 
し、 中に 無政府 e 焰を 抱き込んで 居る。 そこ SS 主 2 其に 代り、 先づ交 上る 無政府の 網を 
消さなければ ならぬ。 斯く する ために、 奴等の 血を すら 流さなければ ならぬ 。其の上で 國家 IR 嗷 4: 
破 g する 無政府と 聞 ふ爲め 能く 訓練され た 軍隊の 如きを 再興 さすべき だ。 

=|三轉選に依る»太の王 

ニ 1 11 



: , ニ 四 
此の ； t 選の 王は 上天ょり 命ぜられる。 而して 理性に 依らず 本能に 依り •又 人間性に 依らず 野獸性 
に依り養はれた盲目カを破壤する。此の盲目カは現在に於ては勝利を博し、掠奪を行ひ、自由と權 
カとの名の下に總ての暴威を振つて居る。此の盲目カは、肚 # に於ける總ての秩序を破壙し、其の 
廢墟の 上に イスラ エルの王の王座を設けた。併しイスラヱルの王が王座に登る瞬間に*之等育21カ 
の 役目は 終る。 そこで 王の 道から 之 等 盲目 力を 揉 除し なければ ならぬ 。王の 行く手には 如何なる h 
さな 陣碍も あるべき でない。 

其處で吾等は人民に次の如く言ふ事が出來る。「神に感謝せょ。而して顱に神の衡を持つ \ 物の 
前に跪け。神が王を選ぶに當つて、神自身が其の星を御差向けになつたが、神選の王以外の如何な 
る 人物 も 凡ての 力と 凡ての 惡と から 諸君を 救 ふ 事が 出來 ない」 と 0 

, - 

プロ 卜 n 丨 ル 第 11 + 四 

吾等の. 王 

I ニ 四 ダヴィ テの 王統を 確立 ナ る 法 



抜て 世 5 終に 至る 迄 ^ ゆる こと S い ダヴ ィデ S 王統 S を 固める 方法に 就て 述べょう。 現在 
迄 吾等の R 人が 世界の 事件を 指導して 來 たが、 霉も 同じ 方法を 講じ やう。 卽ち吾 等は 全人 翔の 恩 
想を 指導し ょう。 

ダヴ ィデ S 族に 屬 する 數 人の 賢人が、 王と 王 S 播者 とを i する。 後播 者は 必ずしも 世 S 
に 由らず、 特£6 素質 5 るべ 美。® 人は 王と 其の後® 者と に、 政治の 祕密と 政府の 計 書と を 
注ぎ込む。 而 して 祕密が 他人 S れ S にす る。 斯 くす 養 的は 政治が is けられぬ S 委さ 
るべき でない 事を 凡ての 人が 知る 所に ある。 

政治的 計畫 s 適用と 數 世紀 1 > 經驗 e 理解と 國 S 濟の 原則の i と 社 會科举 と、 つまり 自然 
其の も s が、 人民 g 關 f 蠢 する S 決め SSS 神を • f 其 SS 者 S み敎 へる の だ。 

こ I 五世 襲の 疲止 

若し 學習 時代に、 後繼 者が 輕卒 であつ たり、 氣が弱 かつたり、 又 政治に 適せず、 王と して 不都合 
な 性質を 持つ て 居る 事が 知れた 場合には、 王位から 遠ざけるべき である。 殘忍と 謂は れる 程に ^ 固 
な斷 乎た る 政治を 行 ひ S 者 s みが、 吾等 S 者から 政治の 手？ 受ける ことが 出来る。 

王が精神の晚弱を來す如き病氣に罹つた場合には、法律を以て彼が政治の手網を他の有能なる人 



間に 渡す 事に すべきで ある。 王の 直接行動の 計聳と 將來の 計畫と は、 王の 第一の 顧問 官 に も 知らし 
むべき でない。 * • 

二 一六 猶太 王と 三人の 扶育 者 

王と 王の 三人の 扶育 者との みが 未来を 知る。 

I ニ 七 全人 類の 運命の 化身 丨» 太 王 

王 自身の 主人で あり、 又 人類の 主人で ある 王の 人格は、 確固たる 其の 意志に 依って 他人の 知ら ざ 
る 運命の 方向を 知っ て 居る と* 人 f 信ずる。 王が 其の 命令を 發 する 時* 王が 何を 目的と して 居る か 
何人も 知らない。 其れ故に 其の 知らない 道に 何人も 邪魔を しょぅがない。 王の 智能は 其の 委 された 
政府の計畫に相應したものであるべきだ。其れ故に王は吾等の賢者に依る轼驗に依って保 » される 
時に始めて王位に登る事が出來る。 

人民が 王を 知り* 王を 愛する 様に する 爲に 、王は 公共の 場所に 於て 人民と 會 見すべき である。 之 
は 王と 人民と、 此の 二っの 力の 必然的な 團結を 作る。 現在に 於て は •吾等は、 此の ニつ の 力を、 恐 
怖を 介在 さして 離間した。 

恐怖は 未だ 暫くの 間 吾等に とって 必要で ある。 二っの 力が 別々 になって は 唯 吾等の 勢力の 中に 落 



込む のみ •た • . 

=1 八 猶太 王の 人格 

イスラ エルの王は決して感情に支配されてはならぬ。特に色慾の支配する值となつてはならぬ* 
如何なる場合にも王の本能が其の理性を支配する樣な事を許すべきでない。色慾は智的能カと觀察 
力との 明敏 性 さに 害を 爲す 。其の 爲に 人類は 考 へを 人類の 活動の 最も 劣等なる、 又 最も 獸 的な 方 肉 
に 向ける。 人類の 柱石た る ダヴィ デの 聖なる 種族に 依る 世界 王の 人格は、 其の 人民の 爲に 凡ての 個 
人的 趣味を 锇牲 にすべき である。 

吾等の 主權は 非難の 打ち所の ない 模範た るべき である。 
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